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一
　
ル
ネ
サ
ン
ス
の
概
念

　「
十
二
世
紀
ル
ネ
サ
ン
ス
」
と
い
う
概
念
は
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ホ
ー

マ
・
ハ
ス
キ
ン
ズ
が
一
九
二
七
年
に
提
唱
し
て
以
来
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

中
世
史
に
お
け
る
す
べ
て
の
概
念
の
な
か
で
、
お
そ
ら
く
最
も
多
く

の
議
論
を
生
ん
で
き
た
。
た
と
え
文
化
面
で
の
ル
ネ
サ
ン
ス
が
西
方

ラ
テ
ン
世
界
で
起
き
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
隣
接
す
る
諸
文
明

か
ら
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
お
そ
ら
く
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
二

世
紀
シ
リ
ア
の
医
者
ウ
サ
マ
・
イ
ブ
ン
・
ム
ン
キ
ズ
は
ラ
テ
ン
世
界

の
医
師
の
技
量
を
貶
す
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
し
、
コ
ン
ス
タ
ン

テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
学
者
た
ち
の
パ
ト
ロ
ン
で
あ
っ
た
ア
ン
ナ
・
コ
ム

ネ
ナ
は
当
然
の
よ
う
に
ラ
テ
ン
人
を
「
蛮
族
」
と
呼
ん
だ
だ
ろ
う
（
１
）
。

後
世
の
西
欧
の
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
も
、
一
二
世
紀
は
目
を
見
張
る

よ
う
な
進
歩
の
時
代
と
は
見
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ペ
ト
ラ
ル
カ

（
一
三
〇
四
―
七
四
）
は
、
そ
の
世
紀
を
「
暗
黒
時
代
」
の
一
部
と

定
義
し
た
。
一
九
世
紀
半
ば
ま
で
「
十
二
世
紀
ル
ネ
サ
ン
ス
」
な
る

も
の
の
存
在
が
示
唆
さ
れ
た
こ
と
は
な
く
、
ハ
ス
キ
ン
ズ
こ
そ
が
、

こ
の
主
題
を
最
大
限
に
展
開
し
た
。
彼
の『
十
二
世
紀
ル
ネ
サ
ン
ス
』

が
刊
行
さ
れ
て
以
来
、
歴
史
家
た
ち
は
、
歴
史
の
概
説
の
な
か
で
も
、

単
著
に
値
す
る
ト
ピ
ッ
ク
の
一
つ
と
し
て
も
、
こ
の
概
念
に
つ
い
て

議
論
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
感
じ
て
き
た
の
で
あ
る
（
２
）
。

　
一
一
世
紀
後
半
か
ら
一
二
世
紀
前
半
の
学
者
た
ち
が
、
西
欧
の
文

化
に
新
し
い
何
か
が
も
た
ら
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
一
一
二
〇
年
代
に
バ
ー
ス
の
ア
デ
ラ
ー
ド
は
彼
の

パ
ト
ロ
ン
が
「
ア
ラ
ブ
人
の
諸
学
に
関
す
る
何
か
新
し
い
話
題
」
を

求
め
て
い
る
と
記
し
て
い
る
し
、「
哲
学
の
信
奉
者
」
と
呼
ば
れ
た

　
報
告
三

　
十
二
世
紀
ル
ネ
サ
ン
ス
　

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
バ
ー
ネ
ッ
ト

阿
部
晃
平
・
小
澤
　
実
　
訳
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ピ
サ
の
ス
テ
フ
ァ
ヌ
ス
は
、新
た
な
宇
宙
論
を
導
入
す
る
に
あ
た
り
、

批
判
者
た
ち
に
対
し
て
そ
の
新
し
さ
を
弁
護
し
て
い
る
（
３
）
。
そ
う
し
た

批
判
者
の
一
人
に
ト
ゥ
ル
ネ
の
エ
ル
マ
ン
（
一
一
世
紀
後
半
）
が
い

た
。彼
は
、リ
ー
ル
の
ラ
ン
ベ
ー
ル
の
よ
う
な
教
師
た
ち
が
ポ
ル
フ
ィ

リ
オ
ス
や
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
テ
ク
ス
ト
の
な
か
に
、「
彼
ら
自
身

に
よ
る
新
た
な
発
明
」
を
読
み
込
も
う
と
し
て
い
る
の
を
見
て
不
安

を
覚
え
て
い
た
（
４
）

。

　
変
化
の
感
覚
は
た
し
か
に
広
ま
っ
て
い
た
。
歴
史
家
た
ち
は
、
こ

の
変
化
の
兆
候
や
理
由
に
対
し
て
い
く
つ
か
の
説
明
を
与
え
て
き

た
。
一
一
世
紀
に
は
農
業
生
産
と
人
口
の
双
方
で
劇
的
な
増
加
が
見

ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
人
々
は
も
は
や
土
地
に
縛
ら
れ
る
こ
と
が
な

く
な
り
、
手
工
業
、
交
易
、
そ
し
て
学
問
に
励
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
手
工
業
者
や
他
の
「
中
産
階
級
」
の
者
た
ち
の
共
同

体
が
合
体
し
て
都
市
を
形
成
し
た
。
人
口
、そ
の
増
大
す
る
多
様
性
、

そ
し
て
新
興
都
市
の
そ
れ
ぞ
れ
の
増
加
が
、
社
会
的
・
経
済
的
な
規

制
を
必
要
と
し
、
そ
の
こ
と
は
識
字
能
力
と
計
算
能
力
の
向
上
を
も

た
ら
し
た
（
５
）
。
さ
ら
に
、
文
化
は
次
第
に
よ
り
世
俗
的
に
な
り
、
俗
語

へ
も
波
及
し
た
。
同
時
に
、
一
〇
五
四
年
の
東
方
正
教
会
か
ら
の
分

離
以
降
、
西
方
教
会
は
霊
性
面
に
お
い
て
も
行
政
面
に
お
い
て
も
独

自
の
姿
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
教
会
位
階
制
が
確
立
さ
れ
、
教
皇
が

単
一
組
織
の
至
高
の
指
導
者
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
組
織
化

の
影
響
は
、
と
り
わ
け
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
七
世
（
一
〇
七
三
―
八
五
）

の
一
連
の
改
革
の
結
果
と
し
て
社
会
の
隅
々
に
ま
で
浸
透
し
た
。
彼

が
行
な
っ
た
改
革
の
一
つ
は
、
他
の
何
よ
り
も
ま
ず
、
す
べ
て
の
教

区
司
祭
に
対
し
ミ
サ
を
正
し
く
行
う
の
に
十
分
な
ラ
テ
ン
語
を
知
る

よ
う
に
求
め
た
こ
と
で
あ
る
（
６
）

。

　
加
え
て
、
一
一
世
紀
後
半
は
、
領
域
拡
大
と
国
家
形
成
の
時
代
、

つ
ま
り
法
典
や
教
会
機
構
の
編
成
を
促
す
発
展
の
時
代
だ
っ
た
（
例

え
ば
、
十
字
軍
国
家
の
新
し
い
行
政
区
域
や
ス
ペ
イ
ン
の
再
征
服
地

域
に
お
い
て
）。
以
前
の
時
代
で
は
決
し
て
成
し
え
な
か
っ
た
よ
う

な
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
端
か
ら
端
ま
で
の
旅
行
が
可
能
と
な
っ
た
。

長
期
の
旅
は
、
巡
礼
と
い
う
目
的
の
た
め
、
あ
る
い
は
（
教
皇
宮
廷

へ
の
訪
問
な
ど
の
）
外
交
な
い
し
は
教
会
組
織
の
理
由
の
た
め
に
し

ば
し
ば
行
わ
れ
た
が
、
あ
る
い
は
実
際
は
純
粋
に
冒
険
目
的
の
場
合

も
あ
っ
た
。
学
者
た
ち
は
旅
す
る
こ
と
を
特
に
切
望
し
て
お
り
、
彼

ら
の
長
旅
を
よ
り
安
全
な
も
の
に
す
る
た
め
の
諸
特
権
を
享
受
し
て

い
た
（
７
）

。
ス
ペ
イ
ン
と
フ
ラ
ン
ス
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の

領
域
間
で
の
交
流
が
か
つ
て
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
、
フ
ラ
ン
ス
北
西
部
、
シ
チ
リ
ア
島
、
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
な
ど
の

ノ
ル
マ
ン
人
支
配
圏
と
の
間
の
政
治
的
接
触
も
旅
の
機
会
を
提
供
し

た
。
一
一
四
〇
年
代
に
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
で
書
か
れ
た
ロ
ー
マ
市
民

法
摘
要
（Lo codi

）
は
、
お
そ
ら
く
ピ
サ
に
お
い
て
す
ぐ
さ
ま
ラ

テ
ン
語
に
訳
さ
れ
、
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
王
国
で
の
市
民
法
発
展
の
た
め

の
重
要
な
源
泉
と
な
っ
た
（
８
）

。
一
二
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
理
的
地
平
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十
二
世
紀
ル
ネ
サ
ン
ス
（
バ
ー
ネ
ッ
ト
）

が
よ
り
広
が
る
こ
と
は
、
よ
り
広
大
な
知
的
地
平
を
切
り
拓
く
こ
と

に
も
な
っ
た
。
シ
リ
ア
・
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
の
聖
パ
ウ
ロ
修
道
院
や

シ
チ
リ
ア
・
シ
ラ
ク
ー
ザ
司
教
座
聖
堂
は
、
ラ
ン
司
教
座
聖
堂
や
サ

ン
・
ヴ
ィ
ク
ト
ル
修
道
院
と
同
様
に
、
学
者
に
と
っ
て
価
値
の
あ
る

目
的
地
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
９
）
。
共
通
す
る
学
術
言
語
と
普

遍
的
な
信
仰
と
に
よ
っ
て
、
ス
タ
ヴ
ァ
ン
ゲ
ル
か
ら
パ
レ
ル
モ
へ
、

リ
ス
ボ
ン
か
ら
エ
デ
ッ
サ
に
ま
で
広
が
る
あ
る
種
の
文
化
共
同
体
が

成
立
し
た
の
で
あ
る（
（1
（

。

二
　
政
治
と
学
知
の
体
系
化

　
一
二
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
聖
俗
の
両
世
界
は
、
体
系
化
の

動
き
の
恩
恵
を
受
け
た
。
ま
さ
に
そ
の
事
例
を
な
す
の
が
市
民
法
で

あ
り
、
当
時
の
動
向
の
典
型
例
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
初
期
中
世

が
相
続
し
て
い
た
ロ
ー
マ
法
は
、
場
所
ご
と
に
様
々
な
方
法
で
そ
の

土
地
の
伝
統
に
適
合
し
混
合
し
た
断
片
的
な
も
の
だ
っ
た
。
分
水

嶺
を
な
し
た
の
は
、
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
に
よ
る
ロ
ー
マ
法
集

成
（『
学
説
彙
簒
』（D

igest

）、
ギ
リ
シ
ア
語
名
『
パ
ン
デ
ク
テ
ン
』

（Pandectae

）
と
し
て
も
知
ら
れ
る
）
の 

写
本
（「
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ

写
本
」）
が
、
一
一
世
紀
の
第
三
・
四
半
世
紀
の
イ
タ
リ
ア
で
再
発

見
さ
れ
た
こ
と
だ
っ
た
。
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
の
『
法
学
提
要
』

（Institutiones

）
と
『
勅
法
彙
簒
』（C

odex

）
と
と
も
に
『
ロ
ー

マ
法
大
全
』（C

orpus iurius civilis

）
を
構
成
し
て
い
た
こ
の
新

た
な
テ
ク
ス
ト
は
、
す
ぐ
さ
ま
理
想
的
な
法
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
そ
れ
以
降
の
あ
ら
ゆ
る
市
民
法
に
と
っ
て
の

基
準
と
尺
度
に
な
っ
た
。『
学
説
彙
簒
』
は
ロ
ー
マ
の
執
政
官
の
政

令
ご
と
に
編
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
さ
ま
ざ
ま
な
法
律
家
が
註
釈
を

加
え
た
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
写
本
の
写
し
は
一
一
世
紀
末
以
前
に
ボ

ロ
ー
ニ
ャ
に
も
た
ら
さ
れ
、
そ
の
地
の
法
学
者
に
よ
る
継
続
的
な
註

解
の
基
礎
と
な
っ
た
。
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
の
法
学
者
た
ち
は
、
世
代
を
経

る
ご
と
に
よ
り
大
規
模
な
体
系
化
を
導
入
し
た（
（1
（

。

　
こ
れ
と
同
じ
程
度
で
の
体
系
化
を
、
カ
ノ
ン
法
学
者
、
す
な

わ
ち
教
会
法
学
者
た
ち
が
、
教
皇
勅
令
に
も
導
入
し
よ
う
と
し

た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
シ
ャ
ル
ト
ル
司
教
で
あ
り
、『
パ
ノ
ル

ミ
ア
』（Panorm

ia

）
の
著
者
イ
ヴ
ォ
（
一
一
一
六
年
没
）
に
よ

る
摘
要
や
、
グ
ラ
テ
ィ
ア
ヌ
ス
の
摘
要
（
一
一
四
〇
年
代
の
『
法

令
集
』（D

ecretum

））
が
生
み
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
体
系
化
の

動
き
は
他
の
領
域
に
お
い
て
も
観
察
さ
れ
う
る
。
神
学
の
分
野
で

は
ア
ベ
ラ
ー
ル
の
『
然
り
と
否
』（Sic et non

）（
最
初
の
草
稿

は
一
一
二
一
年
）
や
ペ
ト
ル
ス
・
ロ
ン
バ
ル
ト
ゥ
ス
の
『
命
題
集
』

（
一
一
五
〇
年
頃
）、
様
々
な
天
文
学
的
見
解
に
つ
い
て
は
ア
ブ
ラ
ハ

ム
・
イ
ブ
ン
・
エ
ズ
ラ
の
『
天
文
表
の
基
礎
』（
一
一
五
四
年
）、
そ

し
て
占
星
術
に
関
し
て
は
『
九
つ
の
判
断
の
書
』（
一
一
七
五
年
頃
）

が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、論
題
に
応
じ
て
（
し
ば
し
ば
対
立
す
る
）
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複
数
の
権
威
の
主
張
を
配
置
す
る
体
裁
が
取
ら
れ
た
。
あ
る
い
は
、

信
仰
の
分
野
で
は
サ
ン
・
ヴ
ィ
ク
ト
ル
の
フ
ー
ゴ
の
『
キ
リ
ス
ト
教

信
仰
の
秘
跡
に
つ
い
て
』（
一
一
三
七
年
）、
医
学
で
は
コ
ン
ス
タ
ン

テ
ィ
ヌ
ス
・
ア
フ
リ
カ
ヌ
ス
の
『
全
医
術
』（Pantegni

）
が
そ
う

で
あ
っ
た
よ
う
に（
（1
（

、
一
人
の
著
者
が
そ
れ
以
前
の
学
識
の
独
自
の
統

合
を
提
供
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
テ
ク
ス
ト
の
中
に
は
、

題
名
に
ギ
リ
シ
ア
語
の
「
パ
ン
」（pan

）（「
全
て
」）
や
ラ
テ
ン
語

の
「
ス
ン
マ
」（sum

m
a

）
を
用
い
る
こ
と
で
、
全
て
を
網
羅
す
る

こ
と
を
求
め
る
も
の
も
あ
っ
た（
（1
（

。

三
　
ロ
ー
マ
・
ギ
リ
シ
ア
文
化
の
回
復

　
ロ
ー
マ
法
の
速
や
か
な
採
用
は
、
一
一
・
一
二
世
紀
の
も
う
一
つ

の
特
徴
で
あ
る
、
社
会
と
文
化
総
体
の
ロ
ー
マ
化
を
示
し
て
お
り
、

そ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
お
い
て
観
察
さ
れ
う
る
。
古
典
ラ
テ
ン
語

の
テ
ク
ス
ト
が
数
多
く
再
発
見
さ
れ
、
読
ま
れ
、
あ
る
い
は
ふ
た
た

び
筆
写
さ
れ
た（
（1
（

。一
〇
世
紀
末
に
は
す
で
に
、オ
ー
リ
ヤ
ッ
ク
の
ジ
ェ

ル
ベ
ー
ル
が
、
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
一
体
的
な
古
典

テ
ク
ス
ト
か
ら
成
る
論
理
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
確
立
し
て
い
た（
（1
（

。

そ
し
て
一
一
世
紀
の
あ
い
だ
四
科
は
、
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
（
算
術
と
音

楽
）
や
エ
ウ
ク
レ
イ
デ
ス
（
証
拠
は
な
い
が
『
原
論
』
の
最
初
の
四

巻
は
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
訳
と
さ
れ
る
）
の
真
作
、
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
の

も
の
と
さ
れ
る
著
作
（
彼
の
「
ア
ス
ト
ロ
ラ
ー
ベ
」
と
、
五
三
四
―

五
三
五
年
に
ラ
テ
ン
語
訳
さ
れ
た
天
文
表
の
入
門
書
『
理
論
規
則
』

（Preceptum
 C

anonis

））
に
も
と
づ
い
て
教
授
さ
れ
は
じ
め
た
。

た
だ
し
、
モ
ン
テ
・
カ
ッ
シ
ー
ノ
の
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
修
道
院
に
お
い

て
の
み
、
一
一
世
紀
の
修
道
士
た
ち
は
、
ア
プ
レ
イ
ウ
ス
の
著
作
や

セ
ネ
カ
の
『
対
話
集
』（D

ialogues

）、
タ
キ
ト
ゥ
ス
の
『
年
代
記
』

（Annales

）、
ウ
ァ
ロ
の
『
ラ
テ
ン
語
論
』（D

e lingua latina

）

な
ど
と
い
っ
た
、
お
お
よ
そ
そ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
テ
ク

ス
ト
を
筆
写
し
て
い
た
。
ま
さ
に
そ
の
修
道
士
の
う
ち
の
一
人
が
優

れ
た
ラ
テ
ン
語
の
執
筆
に
関
す
る
最
初
の
「
教
科
書
」
を
著
し
た
。

す
な
わ
ち
、
モ
ン
テ
・
カ
ッ
シ
ー
ノ
の
ア
ル
ベ
リ
ク
ス
に
よ
る
『
書

簡
術
』（Ars dictam

inis

）
で
あ
る
。

　
古
典
テ
ク
ス
ト
の
利
用
の
増
大
は
、
ラ
テ
ン
語
を
書
く
際
に
古
典

的
文
体
を
模
倣
し
よ
う
と
す
る
試
み
を
相
伴
っ
て
い
た（
（1
（

。
優
れ
た
ラ

テ
ン
語
の
文
体
を
教
え
込
む
こ
と
は
、
古
典
著
作
家
（auctores

）

に
対
す
る
註
解
に
よ
っ
て
も
な
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
新
た
な
伝

統
は
、
プ
リ
ス
キ
ア
ヌ
ス
の
『
文
法
教
程
』
に
対
す
る
一
一
世
紀

後
半
の
『
グ
ロ
ス
ー
レ
』（「
小
註
解
」）（G

losule

）
に
見
ら
れ
る
。

こ
の
実
践
は
、
シ
ャ
ル
ト
ル
の
ベ
ル
ナ
ー
ル
と
彼
の
弟
子
あ
る
い

は
同
僚
で
あ
る
コ
ン
シ
ュ
の
ギ
ヨ
ー
ム
や
シ
ャ
ル
ト
ル
の
テ
ィ
エ

リ
、
ベ
ル
ナ
ル
ド
ゥ
ス
・
シ
ル
ウ
ェ
ス
ト
リ
ス
ら
の
教
育
法
に
お
い

て
全
盛
と
な
っ
た
。
彼
ら
は
プ
ラ
ト
ン
の
『
テ
ィ
マ
イ
オ
ス
』
や
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ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
の
『
ア
エ
ネ
イ
ス
』、
キ
ケ
ロ
の
『
発
想
論
』（D

e 
inventione

）、偽
キ
ケ
ロ
の『
ヘ
レ
ン
ニ
ウ
ス
弁
論
書
』（R

hetorica 
ad H

erennium

）、
マ
ク
ロ
ビ
ウ
ス
の
『
ス
キ
ピ
オ
の
夢
』、
そ
し

て
マ
ル
テ
ィ
ア
ヌ
ス
・
カ
ペ
ッ
ラ
の
『
フ
ィ
ロ
ロ
ギ
ア
と
メ
ル
ク
リ

ウ
ス
の
結
婚
』
を
註
解
し
た
。
こ
れ
ら
の
著
作
家
た
ち
は
自
意
識
の

強
い
文
体
を
磨
き
、
そ
れ
は
特
に
彼
ら
の
手
の
込
ん
だ
序
文
に
お
い

て
顕
著
に
見
ら
れ
る
。
古
典
テ
ク
ス
ト
に
対
す
る
敬
愛
は
、
ソ
ー
ル

ズ
ベ
リ
の
ヨ
ハ
ネ
ス
の
『
ポ
リ
ク
ラ
テ
ィ
ク
ス
』（Policraticus

）

に
お
け
る
「
プ
ル
タ
ル
コ
ス
『
ト
ラ
ヤ
ヌ
ス
の
教
え
』」
の
よ
う
な

存
在
し
な
い
権
威
の
召
喚
に
ま
で
及
ん
だ
。

　
ロ
ー
マ
主
義
は
建
築
に
お
い
て
も
表
現
さ
れ
、
そ
れ
は
教
会
建
築

の
「
ロ
マ
ネ
ス
ク
」
様
式
か
ら
、
モ
ン
テ
・
カ
ッ
シ
ー
ノ
の
バ
シ
リ

カ
再
建
時
の
修
道
院
長
デ
シ
デ
リ
ウ
ス
（
一
〇
五
八
―
八
七
年
）
に

よ
る
ロ
ー
マ
風
円
柱
の
再
利
用
に
ま
で
及
ん
だ
。
都
市
ロ
ー
マ
も
再

建
さ
れ
、
そ
し
て
教
皇
は
新
し
い
権
力
を
付
与
さ
れ
た
が
、
そ
れ
と

古
代
皇
帝
の
権
力
と
の
類
似
は
偶
然
で
は
な
か
っ
た（
（1
（

。

　
し
か
し
、
ラ
テ
ン
語
の
古
典
作
品
を
意
識
す
る
こ
と
は
、
ロ
ー

マ
人
が
ギ
リ
シ
ア
人
に
借
り
が
あ
る
と
認
め
る
こ
と
を
伴
っ
て
い

た
。
そ
し
て
、
過
去
の
も
の
で
あ
れ
同
時
代
の
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
も

の
で
あ
れ
、
ギ
リ
シ
ア
文
化
に
対
す
る
直
接
的
な
関
心
も
、
こ
の
時

代
の
特
徴
で
あ
る
。
修
道
院
長
デ
シ
デ
リ
ウ
ス
は
新
た
な
バ
シ
リ
カ

を
建
造
す
る
た
め
に
ビ
ザ
ン
ツ
の
技
師
を
登
用
し
た
。
シ
ャ
ル
ト
ル

の
テ
ィ
エ
リ
は
表
題
を
ギ
リ
シ
ア
文
字
で
綴
る
こ
と
で
、
彼
の
論
考

『
自
由
七
科
の
図
書
館
』（H

eptateuchon

）
の
う
わ
べ
を
ギ
リ
シ

ア
風
に
飾
っ
た（
（1
（

。
実
際
、
自
身
の
作
品
に
ギ
リ
シ
ア
語
な
い
し
は
ギ

リ
シ
ア
語
に
擬
し
た
表
題
を
つ
け
る
こ
と
は
一
般
的
に
な
っ
た
。
す

で
に
言
及
し
た
、
表
題
に
「
全
」（pan

）
と
付
さ
れ
た
著
作
以
外

に
、『
ド
ラ
グ
マ
テ
ィ
コ
ン
』（D

ragm
ticon

）、『
自
由
七
科
の
図

書
館
（
ヘ
プ
タ
テ
ウ
コ
ン
）』（H

eptateuchon

）、『
メ
タ
ロ
ギ
コ
ン
』

（M
etalogicon

）、『
ポ
リ
ク
ラ
テ
ィ
ク
ス
』（Policraticus

）、
そ

し
て
「
入
門
」
に
あ
た
る
「
エ
イ
サ
ゴ
ー
ゲ
ー
」（Isagoge

）
と
い

う
言
葉
の
人
気
が
言
及
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い（
（1
（

。
だ
が
、
学
者
た
ち

は
ギ
リ
シ
ア
語
や
ギ
リ
シ
ア
語
文
献
に
つ
い
て
よ
り
多
く
を
学
ぼ
う

と
試
み
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
ギ
リ
シ
ア
の
学
者
と
協
働
し
よ
う
と

し
た
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
の
ヨ
ハ
ネ
ス
の
試
み
や
、
フ
ー
ゴ
ー
・
エ
テ
リ

ア
ヌ
ス
（
一
一
八
二
年
没
）
の
著
作
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ア
語
文
法
の

議
論
、
ま
た
一
二
世
紀
半
ば
に
最
高
潮
に
達
し
た
ギ
リ
シ
ア
語
か
ら

の
翻
訳
に
よ
っ
て
も
示
さ
れ
て
い
る（
（2
（

。

四
　「
哲
学
」（P

hilosop
hia

）
の
境
界
の
拡
張

　
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
の
世
俗
的
学
芸
の
全
範
囲
は
「
哲
学
」
と
見

な
さ
れ
て
い
た
。
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
は
、
そ
の
『
哲
学
の
慰
め
』
の
冒

頭
で
、「
哲
学
」
の
一
体
的
性
格
に
関
す
る
印
象
的
か
つ
人
気
を
博
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史
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し
た
イ
メ
ー
ジ
を
示
し
た
。
つ
ま
り
「
哲
学
」
は
理
論
と
実
践
か
ら

な
る
ガ
ウ
ン
を
ま
と
っ
た
女
性
と
し
て
擬
人
化
さ
れ
て
お
り
、
彼
女

は
そ
う
し
た
ガ
ウ
ン
の
一
部
だ
け
を
剥
ぎ
取
る
者
に
対
し
て
不
満
を

述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
要
だ
っ
た
こ
と
は
、

コ
ン
シ
ュ
の
ギ
ヨ
ー
ム
に
よ
る
『「
哲
学
の
慰
め
」
註
解
』
や
、バ
ー

ス
の
ア
デ
ラ
ー
ド
が
「
哲
学
」
に
関
す
る
彼
自
身
の
入
門
書
、
す
な

わ
ち
『
同
一
と
差
異
に
つ
い
て
』
の
な
か
で
、
自
由
七
科
の
い
ず
れ

も
残
り
の
学
芸
を
欠
い
て
は
学
ば
れ
え
な
い
と
強
調
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
る（
（2
（

。「
哲
学
」
は
自
由
七
科
に
限
定
さ

れ
ず
、
知
り
う
る
こ
と
の
全
体
を
内
包
し
て
い
た
。
そ
し
て
医
学
、

自
然
学
、
宇
宙
論
と
い
っ
た
本
来
は
自
由
学
芸
の
範
囲
外
の
主
題
に

関
す
る
議
論
も
自
分
た
ち
の
著
作
に
組
み
込
む
こ
と
が
、
自
由
七
科

を
復
活
さ
せ
た
学
者
た
ち
の
特
徴
で
も
あ
っ
た
。
ア
デ
ラ
ー
ド
と
彼

に
追
随
す
る
モ
ー
リ
ー
の
ダ
ニ
エ
ル
は
、
自
身
の
生
き
て
い
る
世
界

に
つ
い
て
無
知
な
者
は
そ
こ
に
住
む
に
値
せ
ず
、（
可
能
で
あ
れ
ば
）

追
放
さ
れ
る
べ
き
だ
と
述
べ
て
い
る（
（2
（

。
そ
の
時
代
の
医
学
と
自
然
諸

学
の
区
分
に
お
い
て
、
自
然
学
の
二
つ
の
領
域
と
し
て
、
ミ
ク
ロ
コ

ス
モ
ス
（
人
間
と
い
う
「
小
さ
な
世
界
」）
の
科
学
は
マ
ク
ロ
コ
ス

モ
ス
（
宇
宙
と
い
う
「
大
き
な
世
界
」）
の
科
学
と
関
連
付
け
ら
れ

て
い
る（
（2
（

。
コ
ン
シ
ュ
の
ギ
ヨ
ー
ム
は
、
古
典
的
テ
ク
ス
ト
（『
哲
学

の
慰
め
』
と
『
テ
ィ
マ
イ
オ
ス
』）
を
註
解
す
る
文
脈
で
、（
ミ
ク
ロ

コ
ス
モ
ス
と
マ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
と
い
う
）
二
つ
の
主
題
を
議
論
す
る

こ
と
に
い
か
な
る
矛
盾
も
認
め
な
か
っ
た
し（
（2
（

、彼
の『
ド
ラ
グ
マ
テ
ィ

コ
ン
』（D

ragm
aticon

）
で
は
、「
哲
学
」
と
い
う
用
語
を
ミ
ク

ロ
コ
ス
モ
ス
と
マ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
と
の
体
系
的
な
記
述
に
用
い
て
い

る
。
自
然
諸
学
全
体
の
知
識
を
獲
得
す
る
こ
と
は
、
人
間
に
よ
っ
て

希
求
さ
れ
る
べ
き
一
つ
の
可
能
性
で
あ
り
、
神
の
よ
う
に
な
る
方
法

と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
す
ら
あ
っ
た（
（2
（

。

　「
哲
学
」
の
拡
張
と
し
て
の
宇
宙
論
に
対
す
る
こ
う
し
た
人
文
学

的
関
心
は
、
一
二
世
紀
初
頭
の
シ
ャ
ル
ト
ル
司
教
座
聖
堂
学
校
と
関

わ
り
の
あ
る
学
者
た
ち
の
あ
い
だ
で
特
に
顕
著
だ
っ
た
。
一
一
世
紀

初
頭
に
司
教
フ
ュ
ル
ベ
ー
ル
（
一
〇
〇
六
―
二
八
年
）
に
よ
っ
て
設

立
さ
れ
た
学
校
の
名
声
は
、
こ
の
司
教
座
聖
堂
学
校
に
卓
越
し
た
学

者
た
ち
が
引
き
続
き
現
れ
た
こ
と
に
よ
り
蘇
っ
た
。
そ
の
学
者
た
ち

の
最
初
の
人
物
が
シ
ャ
ル
ト
ル
の
ベ
ル
ナ
ー
ル
（
一
一
一
九
年
か
ら

一
一
二
六
年
に
か
け
て
学
長
を
務
め
た
）
で
あ
っ
た
。
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
、
彼
は
同
時
代
人
の
努
力
を
、「（
過
去
の
古
典
著
述

家
を
意
味
す
る
）
巨
人
の
肩
の
上
に
乗
っ
た
矮
人
」
に
喩
え
、
彼
の

教
え
は
、
カ
ノ
ン
法
を
法
典
化
し
た
司
教
イ
ヴ
ォ
の
そ
れ
と
軌
を
一

つ
に
し
て
い
た
。
ベ
ル
ナ
ー
ル
の
弟
子
や
教
師
と
し
て
の
継
承
者
に

は
コ
ン
シ
ュ
の
ギ
ヨ
ー
ム
、
シ
ャ
ル
ト
ル
の
テ
ィ
エ
リ
、
ポ
ワ
テ
ィ

エ
の
ジ
ル
ベ
ー
ル
ら
が
お
り
、
前
者
二
人
は
な
か
で
も
宇
宙
論
の
諸

問
題
に
関
心
が
あ
っ
た
。
彼
ら
は
い
ず
れ
も
ギ
リ
シ
ア
語
や
ア
ラ
ビ

ア
語
か
ら
の
翻
訳
を
奨
励
し
て
い
た
の
で
、
こ
う
し
た
翻
訳
の
最
初
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期
の
写
本
の
中
に
は
、
こ
の
大
聖
堂
に
持
ち
込
ま
れ
て
筆
写
さ
れ
た

も
の
も
あ
っ
た
。
一
一
四
〇
年
代
前
半
の
テ
ィ
エ
リ
に
よ
る
『
ヘ
プ

タ
テ
ウ
コ
ン
』
は
、
一
二
世
紀
前
半
に
お
け
る
「
哲
学
」
の
精
神
と

理
想
に
つ
い
て
の
こ
の
上
な
い
証
言
で
あ
る（
（2
（

。
そ
れ
は
第
二
次
世
界

大
戦
以
降
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
が（
（2
（

、
そ
こ
に
は
新
し
く
再
発
見
さ
れ

た
テ
ク
ス
ト
（
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
の
翻
訳
に
よ
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の

『
ト
ピ
カ
』
や
『
詭
弁
論
駁
論
』）
や
、
バ
ー
ス
の
ア
デ
ラ
ー
ド
に
よ

る
エ
ウ
ク
レ
イ
デ
ス
の
『
原
論
』
と
ア
ル
・
フ
ワ
ー
リ
ズ
ミ
ー
の
天

文
表
の
翻
訳
の
よ
う
な
新
た
に
ア
ラ
ビ
ア
語
か
ら
翻
訳
さ
れ
た
も
の

と
と
も
に
、
自
由
七
科
に
関
す
る
伝
統
的
な
ラ
テ
ン
語
テ
ク
ス
ト
の

写
し
も
含
ま
れ
て
い
た（
（2
（

。

　
似
た
よ
う
な
思
想
傾
向
の
あ
る
他
の
学
者
た
ち
も
シ
ャ
ル
ト
ル
と

の
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
た
。
ト
ゥ
ー
ル
の
ベ
ル
ナ
ル
ド
ゥ
ス
・
シ

ル
ウ
ェ
ス
ト
リ
ス
は
、
テ
ィ
エ
リ
に
自
著
『
コ
ス
モ
グ
ラ
フ
ィ
ア
』

（C
osm

ographia

）
を
献
げ
た
が
、
そ
の
な
か
で
彼
は
マ
ク
ロ
コ

ス
モ
ス
と
ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
を
描
く
た
め
に
、ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
の『
哲

学
の
慰
め
』
の
プ
ロ
シ
メ
ト
ロ
ン
（［
訳
者
註
］
散
文
と
韻
文
と
が

交
互
に
置
か
れ
る
こ
と
）
と
い
う
形
式
を
用
い
て
い
た
。
マ
ル
セ
イ

ユ
の
ラ
イ
ム
ン
ド
ゥ
ス
は
、
古
典
的
な
隠
喩
で
満
ち
た
一
六
五
行
の

韻
文
と
と
も
に
、
ア
ズ
・
ザ
ル
カ
ル
の
天
文
表
（「
ト
レ
ド
表
」）
を

利
用
す
る
た
め
の
手
引
き
を
紹
介
し
た
だ
け
で
な
く
、
オ
ウ
ィ
デ
ィ

ウ
ス
や
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
、
そ
し
て
特
に
ル
キ
ア
ノ
ス
か
ら
の
多
く

の
引
用
を
加
え
た
精
巧
な
文
体
を
用
い
て
、
星
辰
の
科
学
に
対
す
る

弁
明
を
著
し
た
。
ラ
イ
ム
ン
ド
ゥ
ス
は
こ
れ
ら
の
テ
ク
ス
ト
を
マ
ル

セ
イ
ユ
で
執
筆
し
た
が
、彼
の
占
星
術
に
関
す
る
最
初
期
の
手
稿
は
、

ア
デ
ラ
ー
ド
の
翻
訳
に
よ
る
最
初
期
の
写
し
と
と
も
に
シ
ャ
ル
ト
ル

に
存
在
し
て
い
た
よ
う
だ
（
現
在
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
シ
ャ
ル
ト

ル
市
立
図
書
館
蔵
第
二
一
三
番
写
本
）。

　
同
様
の
精
神
の
持
ち
主
は
モ
ン
テ
・
カ
ッ
シ
ー
ノ
や
サ
レ
ル
ノ
に

も
存
在
し
た
。
モ
ン
テ
・
カ
ッ
シ
ー
ノ
の
ア
ル
ベ
リ
コ
は
ラ
テ
ン

語
の
散
文
構
成
に
関
す
る
規
則
を
定
め
、
サ
レ
ル
ノ
大
司
教
ア
ル

フ
ァ
ー
ノ
（
一
〇
五
八
―
八
五
年
）
は
熟
練
し
た
詩
歌
と
医
学
に
関

す
る
独
自
の
作
品
を
著
し
た
。
一
二
世
紀
半
ば
以
前
に
、「
サ
レ
ル

ノ
の
マ
リ
ウ
ス
」（M

arius Salernitanus

）と
い
う
或
る
人
物
は
、

元
素
論
で
あ
る
『
四
元
素
に
つ
い
て
』（D

e elem
entis

）、
人
間

論
で
あ
る
『
有
益
な
人
間
に
つ
い
て
』（D

e hum
ano proficuo

）、

そ
し
て
（
お
そ
ら
く
）
宇
宙
に
つ
い
て
の
『
世
界
の
哲
学
に
関
す
る

橋
』（Alcantarus de philosophia m

undi

）
を
著
し
て
い
た（
（2
（

。

　
同
じ
人
文
主
義
的
精
神
が
、「
哲
学
」
の
境
界
を
拡
張
し
そ
の
細

部
を
埋
め
よ
う
と
す
る
人
々
の
著
作
に
も
満
ち
て
い
る
。
カ
リ
ン

テ
ィ
ア
の
ヘ
ル
マ
ン
と
そ
の
同
僚
ケ
ッ
ト
ン
の
ロ
バ
ー
ト
は
、
ア
ラ

ビ
ア
語
か
ら
の
翻
訳
書
に
手
の
込
ん
だ
序
文
を
記
し
た
だ
け
で
は
な

い
。
ヘ
ル
マ
ン
は
ま
た
ア
ブ
ー
・
マ
ー
シ
ャ
ル
の
占
星
術
を
精
妙
な

サ
ル
ス
テ
ィ
ウ
ス
風
の
散
文
へ
と
組
み
込
み
、
議
論
の
例
証
の
箇
所
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で
ア
ラ
ト
ゥ
ス
と
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
か
ら
引
い
た
事
例
を
用
い
て
い

る
。
一
方
で
ケ
ッ
ト
ン
の
ロ
バ
ー
ト
は
ク
ル
ア
ー
ン
の
短
い
訓
戒
調

の
章
句
を
編
み
込
ん
で
キ
ケ
ロ
風
散
文
の
う
ね
る
よ
う
な
美
文
へ
と

仕
立
て
あ
げ
た
。
ヘ
ル
マ
ン
は
シ
ャ
ル
ト
ル
の
テ
ィ
エ
リ
の
弟
子
で

あ
る
こ
と
を
誇
っ
て
い
た
が
、
優
れ
た
ラ
テ
ン
語
と
学
識
の
完
全
さ

に
対
す
る
同
様
の
関
心
は
、
シ
ャ
ル
ト
ル
と
は
繋
が
り
が
な
い
翻
訳

者
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
・

ア
フ
リ
カ
ヌ
ス
は
『
全
医
術
』
の
な
か
で
、
典
拠
で
あ
っ
た
ア
ラ
ビ

ア
語
の
医
学
書
の
文
体
と
内
容
と
を
教
養
あ
る
ラ
テ
ン
世
界
の
聴
衆

の
期
待
に
沿
う
よ
う
に
書
き
換
え
、
学
問
を
論
理
学
・
倫
理
学
・
自

然
学
へ
と
分
け
る
プ
ラ
ト
ン
流
の
区
分
に
お
け
る
「
文
学
的
医
学
」

（m
edicina litteralis

）
の
位
置
づ
け
に
関
す
る
議
論
か
ら
始
め

た（
（3
（

。
一
二
二
〇
年
代
に
同
じ
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
を
よ
り
逐
語
的

に
翻
訳
し
た
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
の
ス
テ
フ
ァ
ノ
ス
で
さ
え
も
、
手
の

込
ん
だ
文
学
的
序
文
を
付
し
た（
（3
（

。
こ
の
序
文
の
な
か
で
ス
テ
フ
ァ
ノ

ス
は
、
医
学
が
対
象
と
す
る
身
体
の
治
療
か
ら
哲
学
の
領
域
で
あ
る

魂
の
治
療
へ
と
進
展
す
る
と
い
う
自
身
の
意
向
を
明
ら
か
に
し
、
幾

度
と
な
く
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
の
『
哲
学
の
慰
め
』
に
触
れ
て
い
る
。
彼

の
自
著
『
マ
モ
ン
の
書
』（Liber M

am
onis

）
で
は
ル
キ
ア
ノ
ス

と
キ
ケ
ロ
を
引
用
し
、
マ
ク
ロ
ビ
ウ
ス
を
フ
ラ
ン
ス
の
彼
の
同
時
代

人
に
と
っ
て
主
要
で
は
あ
る
が
尊
敬
に
値
し
な
い
宇
宙
論
的
学
知
の

代
表
と
し
て
批
判
し
た
。

五
　
専
門
化
の
勃
興

　
こ
う
し
て
、
一
一
世
紀
か
ら
一
二
世
紀
前
半
を
通
じ
て
、
新
し
い

知
的
自
信
が
現
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
自
信
と
は
、
人
間
は
自

然
諸
学
の
全
体
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
し
て
そ
れ
と
と
も

に
、
古
典
ラ
テ
ン
語
の
同
じ
文
体
が
（
キ
ケ
ロ
、
セ
ネ
カ
、
サ
ス
ル

テ
ィ
ア
ヌ
ス
い
ず
れ
の
も
の
で
あ
れ
）
人
間
の
学
知
の
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
適
用
さ
れ
う
る
と
い
う
信
念
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
二
世

紀
後
半
に
な
る
と
、
こ
う
し
た
諸
学
の
完
全
性
は
、
進
展
す
る
専

門
化
、
そ
し
て
様
々
な
分
野
に
お
い
て
専
門
家
の
み
が
理
解
で
き

る
よ
う
な
専
門
用
語
や
文
体
の
確
立
を
前
に
し
て
瓦
解
し
は
じ
め

た
。
バ
ー
ス
の
ア
デ
ラ
ー
ド
は
、『
同
一
と
差
異
に
つ
い
て
』
を
書

き
あ
げ
た
と
き
、
様
々
な
分
野
に
お
い
て
専
門
家
が
存
在
す
る
こ
と

を
示
唆
し
た
。
そ
の
際
に
彼
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
同
じ
場
所
で
見

つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
知
識
の
様
々
な
か
け
ら
を
見
つ
け

る
た
め
に
は
と
て
も
長
い
距
離
を
旅
す
る
必
要
が
あ
る
の
だ
と
い
う

凝
っ
た
比
喩
を
用
い
た
。
初
期
の
専
門
家
の
一
人
を
挙
げ
る
と
す
れ

ば
、
ア
デ
ラ
ー
ド
の
同
僚
で
あ
っ
た
ペ
ト
ル
ス
・
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
で

あ
る
。
彼
は
、
一
一
一
六
年
頃
に
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
「
フ
ラ
ン

ス
の
ペ
リ
パ
ト
ス
派
」
宛
て
の
書
簡
の
な
か
で
、
そ
れ
ま
で
の
ラ
テ

ン
世
界
で
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
類
の
天
文
学
に
関
す
る
講
義
の

約
束
を
し
た
。
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
の
ヨ
ハ
ネ
ス
は
、『
メ
タ
ロ
ギ
コ
ン
』
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（M
etalogicon

）（
一
一
五
九
年
）
に
お
い
て
、
パ
リ
や
シ
ャ
ル
ト

ル
で
様
々
な
教
師
か
ら
様
々
な
科
目
を
教
わ
っ
た
経
験
を
記
し
た
。

だ
が
、
同
時
代
の
動
向
と
彼
が
見
て
い
た
、
論
理
学
、
法
学
、
医
学

に
全
注
意
を
向
け
、
哲
学
の
全
体
知
を
目
指
し
損
な
っ
て
い
る
傾
向

に
は
批
判
的
で
も
あ
っ
た
。
彼
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
学
識
の
広
さ

を
彷
彿
と
さ
せ
る
テ
ィ
エ
リ
の
よ
う
な
学
者
ら
の
時
代
を
懐
か
し
ん

で
い
た（
（3
（

。

　
一
二
世
紀
を
通
し
て
、
大
抵
の
学
問
領
域
に
お
い
て
、
内
容
の
進

ん
だ
数
多
く
の
新
し
い
テ
ク
ス
ト
が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
で
、
ひ
と

り
の
個
人
が
そ
れ
ら
す
べ
て
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
も
は
や
不
可
能

に
な
っ
た
。
依
然
と
し
て
自
由
七
科
は
西
欧
の
大
学
教
育
の
理
想
的

な
基
礎
で
あ
っ
た
も
の
の
、
学
生
が
用
い
る
初
歩
的
な
教
科
書
と
専

門
家
の
み
が
用
い
る
こ
と
の
で
き
る
専
門
書
の
あ
い
だ
の
溝
は
広
が

り
始
め
て
い
た
。
さ
ら
な
る
専
門
化
の
進
展
は
、
各
々
の
学
問
に
適

し
た
専
門
語
彙
と
ラ
テ
ン
語
の
文
体
の
発
展
を
伴
っ
て
い
た
。
一
二

世
紀
前
半
の
文
学
的
翻
訳
は
逐
語
的
翻
訳
に
道
を
譲
っ
た
。
哲
学
者

の
う
ち
で
最
も
文
学
的
で
あ
る
プ
ラ
ト
ン
を
翻
訳
し
た
ヘ
ン
リ
ク

ス
・
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
プ
ス
だ
け
は
、
一
一
六
〇
年
代
に
お
い
て
も
依

然
と
し
て
文
学
的
翻
訳
を
試
み
て
い
た
が
、
そ
の
成
果
は
同
時
代
人

に
ほ
と
ん
ど
無
視
さ
れ
た
。
ギ
リ
シ
ア
語
や
ア
ラ
ビ
ア
語
の
科
学
的

著
作
を
翻
訳
す
る
場
合
、
次
の
事
柄
は
自
明
と
見
な
さ
れ
た
。
す
な

わ
ち
、
翻
訳
は
厳
密
に
逐
語
的
で
あ
る
べ
き
こ
と
、
専
門
的
な
語
彙

の
使
用
に
一
貫
性
が
あ
る
べ
き
こ
と
、
そ
し
て
も
し
ラ
テ
ン
語
に
対

応
す
る
適
切
な
語
彙
が
な
い
の
な
ら
、
原
語
の
借
用
あ
る
い
は
音
訳

が
採
用
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
天
文
学
者
、
医
学
者
、
そ
の
他

の
専
門
家
た
ち
が
自
身
の
著
作
を
執
筆
し
は
じ
め
た
と
き
、
彼
ら
は

一
般
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
専
門
用
語
だ
け
で
な
く
、
翻
訳
書
の

文
体
も
用
い
て
い
る
。
天
文
学
に
つ
い
て
書
く
場
合
、
オ
ウ
ィ
デ
ィ

ウ
ス
や
キ
ケ
ロ
、
ル
キ
ア
ノ
ス
を
引
用
す
る
こ
と
は
不
必
要
か
つ
不

適
切
な
こ
と
と
な
り
、
修
辞
的
な
文
体
は
疑
い
を
持
た
れ
た
。
こ
の

よ
う
な
変
化
の
証
言
と
な
る
の
は
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
の
ヨ
ハ
ネ
ス
が
漏

ら
し
た
不
満
で
あ
る
。
彼
は
専
門
化
だ
け
で
な
く
逐
語
的
な
翻
訳
の

文
体
も
批
判
し
、
そ
の
手
の
専
門
家
で
あ
る
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
ヤ
コ

ブ
ス
を
ラ
テ
ン
語
文
法
の
不
十
分
な
訓
練
し
か
受
け
て
い
な
い
と
い

う
理
由
で
非
難
し
た（
（3
（

。
し
か
し
、
標
準
と
な
っ
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

の
『
分
析
論
後
書
』
の
翻
訳
は
、
お
そ
ら
く
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
の
ヨ
ハ

ネ
ス
に
よ
っ
て
依
頼
さ
れ
、
彼
の
序
文
と
優
美
な
ラ
テ
ン
語
文
体
と

を
備
え
た
翻
訳
の
方
で
は
な
く
、
む
し
ろ
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
ヤ
コ
ブ

ス
に
よ
る
文
法
的
に
正
し
く
な
い
翻
訳
の
方
だ
っ
た（
（3
（

 

。

　
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
の
ヨ
ハ
ネ
ス
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
を
彼
の
哲
学

の
包
括
性
ゆ
え
に
尊
敬
し
て
い
た
。
だ
が
、
そ
も
そ
も
諸
学
の
分
割

を
正
当
化
し
た
の
は
ま
さ
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
言
葉
だ
っ
た
。『
分

析
論
後
書
』
に
よ
れ
ば
、
各
学
問
は
そ
れ
自
体
の
前
提
を
有
し
て
お

り
、「
私
た
ち
は
個
別
の
各
専
門
家
に
対
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
問
い
を
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尋
ね
る
こ
と
は
で
き
ず
・
・
・
そ
れ
ぞ
れ
の
学
問
領
域
に
収
ま
る
よ

う
な
質
問
の
み
を
尋
ね
る
こ
と
が
で
き
る（
（3
（

」。
一
二
世
紀
前
半
に
お

け
る
す
べ
て
を
包
括
す
る
よ
う
な
学
問
的
な
人
文
主
義
か
ら
一
二
世

紀
後
半
に
お
け
る
専
門
化
へ
の
移
行
が
、
プ
ラ
ト
ン
を
哲
学
者
の
第

一
人
者
と
し
て
見
な
す
こ
と
か
ら
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
を
そ
の
位
置
に

置
く
こ
と
へ
の
移
行
と
同
時
に
生
じ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
偶
然
で
は

な
い
だ
ろ
う（
（3
（

。

　
専
門
化
に
と
も
な
い
、
新
た
な
学
問
分
野
の
確
立
と
定
義
付
け

も
生
じ
た
。
特
に
重
要
な
の
は
法
学
と
神
学
で
あ
り
、
そ
の
双
方

に
は
大
学
の
上
級
学
部
が
当
て
ら
れ
て
い
た
。『
ロ
ー
マ
法
大
全
』

（C
orpus iuris civilis

）
は
一
一
世
紀
の
第
三
四
半
世
紀
に
は
完

全
に
再
生
さ
れ
た
が
、
そ
の
大
全
か
ら
一
つ
の
「
学
知
」
を
作
っ

た
の
は
一
二
世
紀
の
法
の
註
釈
学
派
（glossators
）
と
註
解
学
派

（com
m

entators

）
で
あ
っ
た（
（3
（

。
同
世
紀
の
う
ち
に
聖
書
も
同
様

の
分
析
の
対
象
と
な
り
、「
標
準
註
釈
」（G

lossa ordinaria
）
の

創
出
に
つ
な
が
っ
た
。

　
別
々
の
学
部
を
有
す
る
大
学
制
度
は
、
諸
芸
諸
学
に
お
け
る
専
門

化
お
よ
び
職
業
化
の
原
因
に
し
て
徴
候
で
あ
っ
た
。
一
二
世
紀
半
ば

ま
で
教
育
の
中
心
で
あ
っ
た
司
教
座
聖
堂
学
校
、
修
道
院
学
校
、
宮

廷
学
校
は
、
高
等
教
育
の
レ
ベ
ル
に
関
し
て
は
、
一
三
世
紀
に
大
学

と
し
て
制
度
化
さ
れ
た
新
し
い
教
育
制
度
に
道
を
譲
っ
た
。
こ
の
新

た
な
制
度
の
起
源
は
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で

は
、
新
た
に
再
生
さ
れ
た
『
ロ
ー
マ
法
大
全
』
の
専
門
家
た
ち
が
多

く
の
学
生
を
惹
き
つ
け
た
こ
と
で
、
学
生
た
ち
は
出
身
地
ご
と
に
自

ら
ギ
ル
ド
を
作
り
、
自
分
た
ち
と
教
師
の
行
為
に
関
す
る
規
制
を

作
成
し
た
。「
ソ
キ
エ
タ
ス
」（societas

）（
教
師
と
そ
の
教
え
子

と
の
関
係
）
と
「
ウ
ニ
ウ
ェ
ル
シ
タ
ス
」（universitas

）（
学
生

と
教
師
の
総
体
）
と
い
う
言
葉
が
、
も
と
も
と
は
ロ
ー
マ
法
の
用

語
で
あ
っ
た
こ
と
は
お
そ
ら
く
偶
然
で
は
な
い
。
パ
リ
と
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
で
大
学
が
発
展
し
た
の
は
、
規
制
の
主
導
権
が
教
師

自
身
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
パ
リ
で
は
当
初
、（
ピ

エ
ー
ル
・
ア
ベ
ラ
ー
ル
が
自
伝
『
我
が
不
幸
の
物
語
』（H

istoria 
calam

itatum

）
で
こ
の
上
な
く
雄
弁
に
証
言
し
て
い
る
よ
う
に
）

数
名
の
独
立
し
た
教
師
た
ち
が
学
校
を
設
立
し
、
学
生
た
ち
を
も
と

め
競
い
合
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
彼
ら
教
師
た
ち
の
相
互
批
判
と
知
的

競
争
こ
そ
が
、
彼
ら
の
才
知
を
鋭
く
し
、
新
た
な
理
論
を
押
し
出
し
、

そ
し
て
新
し
い
権
威
の
導
入
を
促
し
た（
（3
（

。
こ
の
状
況
は
、
学
習
の
伝

統
の
連
続
性
を
重
要
視
し
た
初
期
中
世
の
修
道
院
学
校
や
司
教
座
聖

堂
学
校
と
対
照
的
で
あ
る
。
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
律
修
参
事
会
員

は
、
教
育
に
対
し
て
よ
り
精
力
的
な
姿
勢
を
取
っ
て
い
た
が
、
そ
れ

は
フ
ー
ゴ
（
一
一
四
一
年
没
）
の
時
代
の
パ
リ
の
サ
ン
・
ヴ
ィ
ク
ト
ー

ル
修
道
院
で
特
に
顕
著
だ
っ
た（
（3
（

。
し
か
し
、
フ
ー
ゴ
の
死
後
、
そ
の

修
道
院
が
外
部
の
者
に
対
し
そ
の
門
戸
を
閉
ざ
す
と
、
大
学
の
諸
学

校
が
パ
リ
に
お
け
る
教
育
の
中
心
地
と
な
っ
た
の
で
あ
る（
（4
（

。
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六
　
言
語
の
改
良

　
一
二
世
紀
の
諸
変
化
の
な
か
で
、
特
に
科
学
的
言
説
の
発
展
に

と
っ
て
何
が
重
要
だ
っ
た
か
を
考
え
る
と
き
、
私
た
ち
が
ま
ず
念
頭

に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
れ
ら
の
言
説
の
す
べ
て
が
ラ

テ
ン
語
で
書
か
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
学
問
分

野
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
概
念
や
技
術
的
要
点
を

明
確
か
つ
正
確
に
表
現
で
き
る
形
へ
と
磨
き
上
げ
ら
れ
た
ラ
テ
ン
語

へ
の
精
通
が
必
要
だ
っ
た
。
ラ
テ
ン
語
の
複
雑
さ
に
対
す
る
中
世
の

主
た
る
手
引
き
は
、
プ
リ
ス
キ
ア
ヌ
ス
の
『
文
法
教
程
』（「
小
プ
リ

ス
キ
ア
ヌ
ス
」（Priscianus m

aior

））
で
あ
っ
た
。
す
で
に
『
グ

ロ
ス
ー
レ
』
の
序
文
で
逸
名
の
註
釈
家
が
、
言
葉
や
そ
れ
と
概
念
と

の
関
係
に
関
す
る
新
し
い
研
究
方
法
を
告
げ
て
お
り
、
そ
こ
で
彼
は

「
文
法
学
は
第
一
に
学
ば
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
真
偽

の
判
定
（
す
な
わ
ち
弁
証
法
）
や
雄
弁
の
装
飾
（
す
な
わ
ち
修
辞
学
）

を
学
ぶ
前
に
、
言
葉
を
適
切
に
結
び
つ
け
る
方
法
を
知
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
ら
だ
」
と
述
べ
た（
（4
（

 

。『
グ
ロ
ス
ー
レ
』
は
プ
リ
ス
キ
ア

ヌ
ス
の
著
作
に
対
す
る
註
解
の
新
た
な
関
心
と
伝
統
を
切
り
拓
い
た

だ
け
で
な
く
、
意
味
の
あ
る
「
発
話
」（vox

）
と
「
も
の
」（res

）

と
の
関
係
に
関
す
る
考
察
を
促
し
た
。
事
物
を
表
現
す
る
の
に
人
の

言
語
が
妥
当
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
常
に
哲
学
者
た
ち
の
基
本
的
な

関
心
事
で
あ
っ
た
し
、
自
然
諸
学
に
対
し
て
も
特
別
な
意
味
を
も
つ

も
の
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、宇
宙
論
に
見
ら
れ
る
図
形
（
パ
タ
ー
ン
）

は
、
私
た
ち
が
宇
宙
に
対
し
て
押
し
付
け
て
い
る
単
な
る
人
間
側
の

慣
習
に
過
ぎ
な
い
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
の
図
形
は
創
造
さ
れ
た
諸
事

物
を
反
映
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
現
実
的
な
レ
ベ
ル
で
は
、
言
葉

と
そ
れ
が
意
味
す
る
も
の
と
の
間
に
一
対
一
の
関
係
が
あ
る
の
が
望

ま
し
い
と
い
う
考
え
に
疑
問
の
余
地
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
そ
の

よ
う
な
考
え
が
一
貫
し
た
学
問
用
語
の
存
在
を
可
能
に
す
る
か
ら
で

あ
る
。
最
初
に
確
立
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
、
人
間
の
言
葉
が
現
実
を

描
写
す
る
の
に
適
切
な
道
具
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ

と
は
す
で
に
聖
ア
ン
セ
ル
ム
ス
の
『
文
法
家
に
つ
い
て
』 （
一
〇
六
〇

―
六
三
年
頃
）
に
お
け
る
関
心
事
で
あ
っ
た
。

　
プ
リ
ス
キ
ア
ヌ
ス
や
彼
の
著
作
に
先
行
す
る
よ
り
基
礎
的
な
手
引

き
が
正
確
な
ラ
テ
ン
語
を
教
え
る
一
方
で
、
広
範
囲
に
わ
た
る
古
典

ラ
テ
ン
語
の
諸
権
威
は
ラ
テ
ン
語
の
著
述
家
の
語
彙
を
豊
か
に
し

た
。
古
典
テ
ク
ス
ト
に
対
す
る
註
解
の
流
行
は
、
言
葉
の
意
味
を
正

確
に
定
義
す
る
た
め
の
道
程
で
あ
っ
た（
（4
（

。マ
ル
テ
ィ
ア
ヌ
ス
・
カ
ペ
ッ

ラ
に
よ
る
五
世
紀
の
著
作
『
フ
ィ
ロ
ロ
ギ
ア
と
メ
ル
ク
リ
ウ
ス
の
結

婚
』
―
―
メ
ル
ク
リ
ウ
ス
は
諸
学
を
象
徴
す
る
―
―
の
有
名
な
表
題

は
、
正
確
な
言
語
す
な
わ
ち
「
文
献
学
」
の
重
要
性
に
対
す
る
注
意

を
喚
起
し
た
。特
に
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
の『
抒
情
詩
集
』と『
風
刺
詩
』は
、

そ
れ
ら
を
用
い
れ
ば
ラ
テ
ン
語
の
巧
み
な
使
い
方
を
教
え
込
む
こ
と

が
で
き
る
た
め
に
教
授
さ
れ
て
い
た（
（4
（

。
一
二
世
紀
初
頭
の
一
流
の
学
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者
た
ち
が
「
文
法
家
」
と
表
現
さ
れ
た
の
は
偶
然
で
は
な
い
。
シ
ャ

ル
ト
ル
の
ベ
ル
ナ
ー
ル
と
彼
の
弟
子
で
あ
る
コ
ン
シ
ュ
の
ギ
ヨ
ー
ム

は
、
い
ず
れ
も
ま
ず
「
文
法
家
」（gram

m
atici

）
で
あ
っ
た
。
当

時
の
「
文
法
」
と
は
現
在
の
そ
れ
よ
り
も
広
い
意
味
を
持
ち
、
そ
こ

に
は
私
た
ち
が
文
芸
批
評
と
呼
ぶ
も
の
も
含
ま
れ
て
い
た
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
こ
の
「
文
法
」
と
い
う
言
葉
の
使
用
は
、
こ
の
時
期
に
言

語
に
重
点
が
置
か
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
ラ
テ
ン
語
作
家
が
彼
ら
の
語
彙
を
増
や
す
た
め
に
用
い
た
典
拠
に

は
、
算
術
や
幾
何
学
、
音
楽
に
関
し
て
は
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
、
星
辰
科

学
に
関
し
て
は
フ
ィ
ル
ミ
ク
ス
、
カ
ル
キ
デ
ィ
ウ
ス
、
マ
ク
ロ
ビ

ウ
ス
、
医
学
に
関
し
て
は
プ
リ
ニ
ウ
ス
と
い
っ
た
古
典
作
家
の
作

品
、
さ
ら
に
ギ
リ
シ
ア
語
や
ア
ラ
ビ
ア
語
か
ら
の
新
た
な
翻
訳
も
含

ま
れ
て
い
た（
（4
（

。
翻
訳
者
の
技
術
を
研
究
し
た
な
ら
ば
、
彼
ら
が
最
も

適
切
な
ラ
テ
ン
語
の
語
彙
を
見
つ
け
よ
う
と
努
力
す
る
様
を
見
い
だ

す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う（
（4
（

。
例
と
し
て
、
天
文
学
で
は
、
当
初
多
様

な
用
語
が
同
じ
概
念
を
表
現
す
る
の
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら

の
用
語
の
あ
る
も
の
は
音
訳
、
ま
た
あ
る
も
の
は
借
用
、
し
か
し
他

の
も
の
は
古
典
語
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
一
二
世
紀
末
ま
で
に
、
か
な

り
の
程
度
統
一
さ
れ
た
語
彙
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例

え
ば
、
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
の
体
系
で
「
周
転
円
（
エ
ピ
サ
イ
ク
ル
）」

と
呼
ば
れ
る
、
惑
星
が
そ
こ
に
据
え
ら
れ
て
い
る
小
さ
な
円
に
つ
い

て
、
バ
ー
ス
の
ア
デ
ラ
ー
ド
（
一
一
二
六
年
頃
）
は
ア
ラ
ビ
ア
語
の 

“elthedw
ir” 

（
ア
ラ
ビ
ア
語
のaltadw

īr

はd-w
-r

、
つ
ま
り
「
丸

い
こ
と
」
に
由
来
）
を
音
訳
し
た
が
、
一
方
で
彼
と
同
時
代
人
で
あ

る
「
哲
学
者
」
ス
テ
フ
ァ
ヌ
ス
は
ア
ラ
ビ
ア
語
の
意
味
を
も
と
に
既

存
の
ラ
テ
ン
語
を
借
用
し
た
（“circulus rotunditatis”

）。
一
二

世
紀
半
ば
に
な
っ
て
よ
う
や
く
、
カ
ル
キ
デ
ィ
ウ
ス
や
マ
ル
テ
ィ
ア

ヌ
ス
・
カ
ペ
ッ
ラ
が
用
い
て
い
た “epicyclus” 

と
い
う
用
語
が
標

準
的
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
テ
ク
ス
ト
内
の
二
重
語
と
し

て
、
も
し
く
は
欄
外
註
と
し
て
、
原
文
の
一
つ
の
用
語
に
対
し
て
複

数
の
別
の
用
語
が
あ
て
が
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
原

義
に
よ
り
近
い
意
味
へ
の
接
近
を
も
た
ら
す
の
み
な
ら
ず
、
ラ
テ
ン

語
の
語
彙
を
豊
か
に
す
る
の
に
も
役
立
っ
た
。

　
お
よ
そ
一
二
世
紀
の
第
二
四
半
世
紀
以
降
、
ギ
リ
シ
ア
語
や
ア
ラ

ビ
ア
語
の
翻
訳
者
の
主
要
な
関
心
は
、
専
門
用
語
が
い
か
に
正
確
で

あ
る
か
と
い
う
点
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
事
例
は
、
ピ
サ

の
ブ
ル
グ
ン
デ
ィ
オ
に
よ
る
ガ
レ
ノ
ス
や
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
自
然

科
学
に
関
す
る
著
作
の
翻
訳
や（
（4
（

、
ク
レ
モ
ナ
の
ゲ
ラ
ル
ド
に
よ
る
哲

学
や
数
学
、
医
学
関
連
の
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
の
翻
訳
に
見
ら
れ

る
。

　
一
一
世
紀
半
ば
か
ら
、
テ
ク
ス
ト
理
解
の
た
め
の
補
助
道
具
も
考

案
さ
れ
た
。
そ
の
補
助
道
具
に
は
、
最
初
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
の

辞
書
で
あ
る
パ
ピ
ア
ス
の
『
基
礎
教
科
入
門
』（E

lem
entarium

 
doctrinae erudim

entum

）
が
含
ま
れ
る
が
、
そ
れ
は
最
初
の
ア
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十
二
世
紀
ル
ネ
サ
ン
ス
（
バ
ー
ネ
ッ
ト
）

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
の
薬
草
書
に
数
十
年
先
立
っ
て
い
た（
（4
（

。
書
物
の
冒

頭
に
付
さ
れ
る「
著
者
へ
の
序
論
」（accessus ad auctores

）で
は
、

次
の
よ
う
な
問
い
が
立
て
ら
れ
た
。「
主
題
、
そ
れ
を
扱
う
方
法
、

目
的
、
書
物
を
書
く
理
由
、
そ
の
有
用
性
と
は
何
か
？
そ
れ
が
哲
学

の
ど
の
部
分
に
属
し
、著
者
は
誰
で
あ
り
、表
題
は
何
で
あ
る
か
？（
（4
（

」。

ラ
テ
ン
語
の
用
語
は
、
そ
れ
に
対
応
す
る
世
俗
語
の
註
解
を
与
え
る

こ
と
で
、
さ
ら
に
定
義
付
け
さ
れ
る（
（4
（

。
そ
の
よ
う
な
文
法
学
者
と
翻

訳
者
と
の
協
働
し
た
努
力
に
よ
っ
て
、
人
間
の
知
識
の
い
か
な
る
領

域
に
お
い
て
も
、
ラ
テ
ン
語
が
明
晰
か
つ
正
確
に
用
い
ら
れ
る
こ
と

が
保
証
さ
れ
た
。

七
　
科
学
的
論
証
方
法
の
発
展

　
文
法
学
に
お
け
る
発
展
よ
り
も
さ
ら
に
目
を
惹
く
の
は
、
一
一
世

紀
後
半
以
降
の
論
理
学
（
弁
証
法
）
に
対
す
る
並
外
れ
た
関
心
で
あ

る
。
サ
ン
テ
ヴ
ル
ー
修
道
院
が
所
蔵
す
る
一
二
世
紀
初
頭
の
あ
る
写

本
に
は
、
弁
証
法
の
重
要
性
を
表
現
す
る
（
お
そ
ら
く
一
一
世
紀
半

ば
に
書
か
れ
た
）
次
の
よ
う
な
韻
文
が
含
ま
れ
て
い
る
。「（
弁
証
法

は
）定
義
付
け
、見
分
け
、分
割
し
主
張
す
る
。
思
考
の
力
を
有
し
た
、

マ
ン
リ
ウ
ス
（
す
な
わ
ち
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
）
の
灯
火
が
照
ら
す
無
敵

の
征
服
者（
（5
（

」。
遅
く
と
も
一
〇
世
紀
に
は
、
オ
ー
リ
ャ
ッ
ク
の
ジ
ェ

ル
ベ
ー
ル
が
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
の
翻
訳
と
註
解（「
旧
論
理
学
」（Vetus 

logica

））
に
基
づ
く
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
け
て
は
い
た
が
、
弁
証

法
を
そ
の
時
代
の
最
も
進
ん
だ
知
的
言
説
と
し
た
の
は
、
一
一
世
紀

か
ら
一
二
世
紀
の
転
換
期
に
活
動
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
一
連
の
教
師
た

ち
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
流
れ
は
ピ
エ
ー
ル
・
ア
ベ
ラ
ー
ル
に
よ
る

旧
論
理
学
へ
の
註
解
や
要
約
に
よ
っ
て
最
高
潮
を
迎
え
た
。
か
つ
て

は
見
向
き
も
さ
れ
な
か
っ
た
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
に
よ
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ

ス
の
『
詭
弁
論
駁
論
』
や
『
ト
ピ
カ
』
の
翻
訳
が
再
発
見
さ
れ
た
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ギ
リ
シ
ア
語
で
求
め
ら
れ
た
最
初
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ

ス
の
著
作
は
、『
ト
ピ
カ
』、『
分
析
論
前
書
』、『
分
析
論
後
書
』、『
詭

弁
論
駁
論
』
と
い
っ
た
論
理
学
書
で
あ
っ
た（
（5
（

。

　
こ
の
「
新
論
理
学
」
の
な
か
で
科
学
的
考
察
に
と
っ
て
最
も
重
要

な
著
作
は
『
分
析
論
後
書
』
で
あ
る
。
こ
こ
で
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、

「
論
証
」
が
「
真
の
、
第
一
の
、
無
中
項
の
、
結
論
よ
り
い
っ
そ
う

よ
く
認
識
さ
れ
、
結
論
よ
り
先
で
あ
り
、
結
論
の
原
因
で
あ
る
事
柄

か
ら
出
発
す
る
こ
と
が
ま
た
必
然
的
で
あ
る
」
よ
う
な
「
前
提
」
か

ら
ど
の
よ
う
に
し
て
導
か
れ
る
の
か
を
説
明
し
て
い
る（
（5
（

。
こ
の
テ
ク

ス
ト
の
議
論
は
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
の
ヨ
ハ
ネ
ス
に
よ
っ
て
『
メ
タ
ロ

ギ
コ
ン
』
の
な
か
で
要
約
さ
れ
た
が
、『
分
析
論
後
書
』
は
一
二
世

紀
に
お
い
て
は
十
分
に
読
み
込
ま
れ
て
い
た
よ
う
に
は
思
わ
れ
な

い
。
と
い
う
の
も
、
た
と
え
ば
、
一
三
世
紀
ま
で
註
解
が
な
さ
れ
る

こ
と
も
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
が
説
明
す

る
論
証
の
方
法
は
、
部
分
的
に
は
、
ポ
ル
フ
ュ
リ
オ
ス
の
『
エ
イ
サ
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ゴ
ー
ゲ
ー
』（Isagoge

）
に
対
す
る
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
の
二
番
目
の
註

解
に
お
け
る
そ
の
要
約
ゆ
え
に
、
ま
た
そ
の
論
証
の
方
法
を
例
証
す

る
、
と
く
に
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
の
『
創
造
の
七
日
間
に
つ
い
て
』（D

e 
hebdom

adibus
）
と
エ
ウ
ク
レ
イ
デ
ス
の
『
原
論
』
の
二
作
を
通

し
て
、
一
二
世
紀
の
う
ち
に
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ボ
エ

テ
ィ
ウ
ス
が
権
威
よ
り
も
む
し
ろ
理
性
を
も
っ
て
神
学
的
真
理
を
論

証
し
て
い
る
『
創
造
の
七
日
間
に
つ
い
て
』
は
、
一
二
世
紀
の
学
校

で
読
ま
れ
、
註
解
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
著
作
は
一
二
世
紀
末
以

降
に
か
け
て
、
リ
ー
ル
の
ア
ラ
ン
や
ア
ミ
ア
ン
の
ニ
コ
ラ
ス
が
神
学

に
お
い
て
演
繹
的
議
論
を
用
い
る
た
め
の
彼
ら
自
身
の
体
系
を
発
展

さ
せ
る
際
の
主
要
な
手
本
と
な
っ
た
。
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
は
そ
の
論
証

方
法
を
、「
誰
し
も
が
そ
れ
を
聞
い
た
瞬
間
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が

で
き
る
」
よ
う
な
、疑
い
よ
う
の
な
い
前
提
（「
精
神
の
共
通
認
識
」）

を
用
い
る
も
の
だ
と
説
明
し
て
い
る
。彼
は
エ
ウ
ク
レ
イ
デ
ス
の『
原

論
』
か
ら
、
次
の
よ
う
な
原
理
を
一
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。「
二

つ
の
等
し
い
量
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
等
し
い
量
を
差
し
引
く
と
、
残
り
の

量
は
等
し
く
な
る
」。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
『
分
析
論
後
書
』
で
も
、

実
践
に
お
け
る
論
証
法
の
最
も
よ
い
例
と
し
て
幾
何
学
が
引
用
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る（
（5
（

。

　
一
二
世
紀
の
思
想
に
お
い
て
最
も
顕
著
で
独
特
な
も
の
の
ひ
と
つ

は
、
エ
ウ
ク
レ
イ
デ
ス
『
原
論
』
の
速
や
か
な
同
化
と
、
そ
の
方
法

論
へ
の
取
り
組
み
で
あ
る
。
一
二
世
紀
初
頭
の
段
階
で
は
、
最
初
の

四
巻
の
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
に
よ
る
翻
訳
だ
け
が
、
肝
心
の
証
明
部
分
を

欠
い
た
状
態
で
知
ら
れ
て
い
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
五
〇
年
後
に
は

少
な
く
と
も
五
つ
の
版
の
全
訳
が
存
在
し
、
そ
の
う
ち
三
つ
は
ア
ラ

ビ
ア
語
の
、
一
つ
は
ギ
リ
シ
ア
語
の
テ
ク
ス
ト
に
基
づ
い
て
い
た
。

翻
訳
そ
れ
自
体
と
同
じ
く
ら
い
に
重
要
な
の
は
当
該
テ
ク
ス
ト
に
対

す
る
数
多
く
の
解
釈
の
例
で
あ
り
、
そ
れ
は
逐
語
訳
の
改
訂
、
も
し

く
は
欄
外
註
や
さ
ら
に
立
ち
入
っ
た
定
理
や
証
明
の
追
加
と
い
う
体

裁
を
と
っ
て
い
た
。
実
際
、
こ
の
『
原
論
』
へ
の
取
り
組
み
は
二
種

類
の
方
法
論
を
例
示
し
て
い
る
。
一
点
目
は
、
エ
ウ
ク
レ
イ
デ
ス
の

テ
ク
ス
ト
の
逐
語
解
釈
に
従
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
定
理
ご
と
の
解
析

な
い
し
は
総
合
に
よ
る
論
証
と
い
う
方
法
で
あ
り
、
幾
何
学
的
な
図

を
用
い
て
結
論
は
次
の
よ
う
な
形
式
で
表
現
さ
れ
た
。「
こ
れ
こ
そ

が
わ
れ
わ
れ
が
論
証
し
た
い
も
の
で
あ
る
」。
二
点
目
は
、
お
そ
ら

く
ラ
テ
ン
世
界
の
学
校
に
お
い
て
起
こ
っ
た
発
展
で
あ
る
。
そ
こ
で

は
、
定
理
が
先
行
す
る
定
理
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
証
明
さ
れ
る
か

を
示
す
こ
と
で
、
あ
る
定
理
か
ら
次
の
定
理
へ
の
論
理
的
連
続
性
に

重
点
が
置
か
れ
て
い
た（
（5
（

 

。
こ
の
エ
ウ
ク
レ
イ
デ
ス
の
『
原
論
』
の

証
明
は
、
即
座
に
ラ
テ
ン
語
著
作
家
の
手
に
よ
っ
て
、
他
の
数
学
的

文
脈
で
も
用
い
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
カ
リ
ン
テ
ィ
ア
の
ヘ
ル
マ
ン
は

一
一
四
三
年
に
、
惑
星
は
自
ら
の
光
で
輝
い
て
い
る
の
か
ど
う
か
突

き
止
め
る
た
め
そ
の
証
明
を
用
い
た
し
、ま
た
『
小
ア
ル
マ
ゲ
ス
ト
』

（Parvum
 Alm

agestum

）
の
著
者
も
用
い
て
い
る（
（5
（

。
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一
二
世
紀
初
頭
の
諸
学
校
で
の
論
理
学
の
優
勢
は
、
論
理
学
の
最

初
の
解
説
者
と
し
て
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
主
導
的
立
場
に
対
す
る

認
識
を
伴
っ
て
い
た
。
世
紀
が
進
む
に
つ
れ
て
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

を
主
要
な
哲
学
者
と
し
て
も
見
な
そ
う
と
す
る
方
向
へ
の
変
化
が
見

ら
れ
る
。
初
期
中
世
に
お
い
て
は
キ
ケ
ロ
や
セ
ネ
カ
こ
そ
が
「
哲
学

者
」
で
あ
り
、
ま
た
プ
ラ
ト
ン
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
以
上
と
は
言
わ

な
い
ま
で
も
、
彼
と
同
程
度
に
敬
わ
れ
て
い
た（
（5
（

。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

の
優
位
性
が
い
や
増
す
様
は
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
の
ヨ
ハ
ネ
ス
の
『
メ
タ

ロ
ギ
コ
ン
』
に
お
い
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
彼
は
ア

リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
そ
の
他
の
い
か
な
る
哲
学
者
よ
り
も
「
哲
学
者
」

（Philosophus

）
の
名
に
値
す
る
と
い
う
言
説
を
ピ
サ
の
ブ
ル
グ

ン
デ
ィ
オ
に
帰
し
て
い
る（
（5
（

。『
メ
タ
ロ
ギ
コ
ン
』（
こ
の
表
題
は
論
理

学
の
「
後
に
」
あ
る
い
は
論
理
学
を
「
超
え
て
」
を
意
味
す
る
）
の

主
題
は
、
あ
ら
ゆ
る
主
題
に
対
す
る
議
論
の
手
段
を
提
供
す
る
と
い

う
点
に
お
い
て
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
は
言
葉
の
厳
密
な
意
味

で
の
「
道
具
」（organon

）
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
ヨ
ハ

ネ
ス
は
、
論
理
学
そ
れ
自
体
を
目
的
と
し
て
追
求
す
る
同
時
代
の
傾

向
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る（
（5
（

。
論
理
学
者
で
は
な
い
も
の
の
、
自

然
科
学
や
形
而
上
学
、
倫
理
学
に
関
す
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
著
作

の
ギ
リ
シ
ア
語
テ
ク
ス
ト
を
収
集
し
翻
訳
し
た
先
駆
者
で
あ
る
ピ
サ

の
ブ
ル
グ
ン
デ
ィ
オ
の
権
威
に
ヨ
ハ
ネ
ス
が
訴
え
て
い
る
こ
と
は
重

要
で
あ
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
に
対
す
る
新
た
な
関
心
に

よ
っ
て
明
ら
か
に
促
さ
れ
た
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
著
作
全
体
の
再

発
見
は
、
西
欧
科
学
の
歴
史
に
と
っ
て
重
大
な
出
来
事
で
あ
る
。
そ

の
結
果
と
し
て
、
科
学
に
つ
い
て
の
別
の
考
え
、
す
な
わ
ち
『
テ
ィ

マ
イ
オ
ス
』
に
見
ら
れ
る
プ
ラ
ト
ン
の
も
の
、
ア
プ
レ
イ
ウ
ス
や
カ

ル
キ
デ
ィ
ウ
ス
と
い
っ
た
中
期
プ
ラ
ト
ン
主
義
者
の
も
の
、
あ
る
い

は
ニ
コ
マ
コ
ス
の
算
術
論
や
カ
ル
キ
デ
ィ
ウ
ス
の
註
解（
（5
（

、
フ
ル
ー
リ

の
ア
ッ
ボ
ー
の
宇
宙
論
で
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
新
ピ
タ
ゴ
ラ
ス

主
義
的
（
な
い
し
は
数
秘
術
的
）
伝
統
に
よ
る
も
の
は
、
衰
退
す
る

か
表
舞
台
か
ら
消
え
去
っ
た
。
一
二
世
紀
前
半
に
は
こ
れ
ら
の
別
の

科
学
概
念
に
対
す
る
関
心
は
高
ま
っ
た
が
、
論
理
学
へ
の
関
心
が
ア

リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
新
た
な
著
作
の
翻
訳
や
そ
の
即
時
的
な
吸
収
を
も

た
ら
し
た
よ
う
に
は
、
プ
ラ
ト
ン
や
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
者
の
新
た
な

テ
ク
ス
ト
の
翻
訳
や
研
究
を
促
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
ブ
ル
グ
ン
デ
ィ
オ
に
よ
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
擁
護
は
孤
立
し
た

事
例
で
は
な
い
。
そ
れ
は
少
な
く
と
も
一
一
世
紀
後
半
以
降
の
南
イ

タ
リ
ア
に
お
け
る
自
然
科
学
と
宇
宙
論
の
関
心
の
な
か
に
位
置
づ
け

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
時
代
、
サ
レ
ル
ノ
大
司
教
ア
ル
フ
ァ
ヌ
ス

と
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
・
ア
フ
リ
カ
ヌ
ス
は
、
元
素
の
本
性
に
つ

い
て
の
議
論
を
含
む
著
作
（
ネ
メ
シ
ウ
ス
の
『
人
間
の
本
質
』
や
ア

リ
ー
・
ブ
ン
・
ア
ル
・
ア
ッ
バ
ー
ス
の
『
医
学
の
全
体
』）
の
翻
訳

に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
サ
レ
ル
ノ
と
モ
ン
テ
・
カ
ッ
シ
ー
ノ
に
お

け
る
医
学
研
究
を
よ
り
理
論
的
な
レ
ベ
ル
へ
と
引
き
上
げ
た
。
ま
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た
、
一
二
世
紀
半
ば
ま
で
に
は
『
サ
レ
ル
ノ
問
題
集
』（
い
く
つ
か

の
版
が
あ
る
）
や
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
『
生
成
消
滅
論
』
と
『
気

象
論
』
の
第
四
巻
、
マ
リ
ウ
ス
の
『
元
素
論
』、『
宇
宙
の
哲
学
の

橋
』（Alcantarus de philosophia m

undi

）、
そ
し
て
『
要
約
』

（Tractatus com
pendiosus

）
な
ど
と
い
っ
た
よ
う
な
元
素
の
本

性
や
宇
宙
論
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
テ
ク
ス
ト
が
、
イ
タ
リ
ア
や
シ

チ
リ
ア
で
翻
訳
も
し
く
は
編
み
直
さ
れ
て
い
た（
（6
（

。こ
れ
ら
す
べ
て
は
、

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
自
然
学
書
と
偽
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の『
問
題
集
』

（Problem
ata

）
や
『
元
素
論
』（D

e elem
entis

）
に
基
づ
く
彼

の
宇
宙
論
（
例
え
ば
、
天
界
は
第
五
元
素
か
ら
成
る
と
い
っ
た
よ
う

な
）
を
固
守
し
て
い
る
。『
要
約
』
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
を
「
真
実

の
信
奉
者
」
と
明
示
し
て
い
る（
（6
（

。

　
次
に
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
自
然
世
界
の
考
察
に
も
っ
と
も
適

し
た
方
法
の
縮
図
と
な
っ
た
。
一
二
世
紀
の
（
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
に
続

く
）
註
釈
家
た
ち
が
「
理
性
（
に
よ
る
探
求
）」（ratio
）
と
呼
ぶ
、

数
学
の
論
証
的
方
法
と
は
対
照
的
な
議
論
の
形
式
に
お
い
て
、
前
提

は
感
覚
的
な
経
験
か
ら
推
論
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
公
理
の
よ
う
な
も

の
で
は
な
く
意
見
に
基
づ
い
て
い
る
。
結
論
と
し
て
の
主
張
は
「
蓋

然
的
」（probabilis

）
で
あ
り
、そ
の
妥
当
性
は
「
合
理
性
」（ratio

）

に
基
づ
い
て
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（
（6
（

。
サ
ン
・
ヴ
ィ
ク
ト
ル

の
フ
ー
ゴ
ー
は
、「
自
然
学
」（physica

）
を
こ
の
方
法
論
に
よ
っ

て
定
義
し
た
。「
自
然
学
は
、
諸
事
象
の
原
因
を
そ
れ
ら
原
因
の
作

用
に
お
い
て
研
究
し
、
そ
の
作
用
を
そ
れ
ら
の
原
因
か
ら
（
演
繹
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
）
考
察
す
る
の
で
あ
る（
（6
（

」。

　
自
然
現
象
の
原
因
を
探
求
す
る
必
要
性
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の

「
自
然
学
的
書
物
」（Libri naturales

）
が
紹
介
さ
れ
る
前
に
ラ
テ

ン
世
界
で
利
用
す
る
こ
と
の
で
き
た
、
宇
宙
論
に
関
す
る
哲
学
的
テ

ク
ス
ト
の
ひ
と
つ
で
あ
る
プ
ラ
ト
ン
の
『
テ
ィ
マ
イ
オ
ス
』
の
な
か

で
も
主
張
さ
れ
て
い
た
。
プ
ラ
ト
ン
は
生
成
す
る
す
べ
て
の
事
象
は

必
然
的
に
特
定
の
原
因
か
ら
生
じ
る
と
主
張
し（『
テ
ィ
マ
イ
オ
ス
』、

二
八
Ａ
）、「
蓋
然
的
議
論
」
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
ひ
と
つ
ひ
と

つ
宇
宙
を
創
り
上
げ
て
い
っ
た
。
カ
ル
キ
デ
ィ
ウ
ス
の
註
解
を
伴
う

『
テ
ィ
マ
イ
オ
ス
』
は
、
先
立
つ
数
世
紀
に
お
い
て
数
秘
術
的
・
天

文
学
的
な
デ
ー
タ
の
た
め
に
掘
り
起
こ
さ
れ
た
が
、
一
二
世
紀
初
頭

に
は
「
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
」
と
な
り
、
シ
ャ
ル
ト
ル
の
ベ
ル
ナ
ー
ル
や

コ
ン
シ
ュ
の
ギ
ヨ
ー
ム
、
そ
の
他
逸
名
の
著
作
家
ら
に
よ
る
註
解
に

影
響
を
与
え
た
。そ
の
方
法
論
は
、一
二
世
紀
初
頭
に
書
か
れ
た
バ
ー

ス
の
ア
デ
ラ
ー
ド
の
『
自
然
学
の
諸
問
題
に
つ
い
て
』
で
も
意
識
的

に
利
用
さ
れ
て
い
る
の
が
明
確
に
見
て
取
れ
る
。
こ
の
テ
ク
ス
ト
の

冒
頭
に
お
い
て
、
ア
デ
ラ
ー
ド
は
フ
ラ
ン
ス
の
学
校
の
「
権
威
」
よ

り
も
、
む
し
ろ
ア
ラ
ビ
ア
の
「
理
性
的
議
論
」（ratio

）
に
従
う
こ

と
を
表
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、
程
な
く
し
て
、
プ
ラ
ト
ン
が
合
理

的
先
導
者
の
役
割
を
引
き
継
ぎ
、
そ
の
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
最
も
多

い
引
用
は
『
テ
ィ
マ
イ
オ
ス
』
か
ら
引
か
れ
て
い
る
。
こ
の
著
作
を
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通
じ
て
、
ア
デ
ラ
ー
ド
は
因
果
的
関
係
や
因
果
的
必
然
性
、
諸
原
因

の
意
味
な
ど
の
探
求
に
読
者
を
誘
っ
た
の
で
あ
る（
（6
（

。

　
結
果
的
に
『
テ
ィ
マ
イ
オ
ス
』
は
、
よ
り
体
系
的
な
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
の
宇
宙
論
に
道
を
譲
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
原
因
へ
の
探
求
を

促
し
た
の
は
ま
さ
に
『
テ
ィ
マ
イ
オ
ス
』
で
あ
っ
た
。
自
然
学
的
な

レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
、
そ
の
著
作
は
宇
宙
の
元
素
の
本
性
に
対
す
る

関
心
を
呼
び
起
こ
し
た
。
イ
タ
リ
ア
と
ス
ペ
イ
ン
で
「
元
素
に
つ

い
て
」
と
名
付
け
ら
れ
た
テ
ク
ス
ト
が
激
増
し
た
こ
と
、
ペ
ト
ル

ス
・
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
の
『
対
話
』（D

ialogi

）
に
み
ら
れ
る
元
素
の

本
性
に
関
わ
る
議
論
、
コ
ン
シ
ュ
の
ギ
ヨ
ー
ム
に
よ
る
註
解
や
彼

自
身
の
著
作
、
そ
し
て
カ
リ
ン
テ
ィ
ア
の
ヘ
ル
マ
ン
の
『
本
質
に

つ
い
て
』（D

e essentiis

）
な
ど
を
見
て
ほ
し
い
。
形
而
上
学
的
な

レ
ベ
ル
で
は
、『
テ
ィ
マ
イ
オ
ス
』
は
事
物
の
基
本
的
原
理
を
定
義

す
る
よ
う
に
促
し
た
。
ア
デ
ラ
ー
ド
は
カ
ル
キ
デ
ィ
ウ
ス
の
用
語

を
用
い
て
、
そ
れ
ら
を
「
始
原
・
諸
始
原
」（initium

 vel initia

）

と
呼
び
、
カ
リ
ン
テ
ィ
ア
の
ヘ
ル
マ
ン
は
そ
の
原
理
を
「
諸
本
質
」

（essentiae

）と
呼
び
、原
因
・
運
動
・
場
所
・
時
間
・
態
勢（habitudo
）

の
五
つ
を
挙
げ
た
。
ペ
ト
ル
ス
・
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
は
九
世
紀
の
ア
ラ

ビ
ア
の
医
学
者
ア
ル
・
ラ
ー
ズ
ィ
ー
に
従
っ
て
、
神
・
魂
・
物
質
・

時
間
・
場
所
を
列
挙
し
て
い
る
。
い
く
つ
か
の
宇
宙
論
的
著
作
に
は
、

そ
の
表
題
に
「
原
因
」
な
い
し
は
「
原
理
」
と
い
う
言
葉
が
含
ま
れ

て
い
る
（
例
え
ば
、ア
デ
ラ
ー
ド
の
『
自
然
学
の
諸
問
題
に
つ
い
て
』

の
よ
り
真
正
な
名
称
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
『
事
物
の
原
因
に
つ
い

て
』（D
e rerum

 causis

）
や
、『
事
物
の
六
つ
の
原
理
に
関
す
る

ヘ
ル
メ
ス
・
メ
ル
ク
リ
ウ
ス
・
ト
リ
ス
メ
ギ
ス
ト
ス
の
書
』（Liber 

H
erm

etis M
ercurii Triplicis de VI rerum

 principiis

）
な

ど
）。
こ
の
潮
流
は
、
プ
ロ
ク
ロ
ス
の
形
而
上
学
の
ア
ラ
ビ
ア
語
断

片
集
、
ラ
テ
ン
語
で
『
原
因
論
』（Liber de causis

）
と
呼
ば
れ

る
も
の
の
翻
訳
に
お
い
て
最
高
潮
に
達
し
た
。
こ
の
著
作
は
、
そ
れ

が
翻
訳
さ
れ
た
時
代
（
一
一
五
〇
年
頃
）
か
ら
一
三
世
紀
初
頭
ま
で
、

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
『
形
而
上
学
』
の
代
わ
り
に
用
い
ら
れ
た
。

　
霊
魂
論
の
分
野
に
お
い
て
、
原
因
へ
の
関
心
は
、
生
命
体
に
お
け

る
運
動
の
原
因
で
あ
る
魂
へ
の
興
味
と
い
う
点
に
現
れ
て
い
る
。
ネ

メ
シ
ウ
ス
と
ア
ル
・
ア
ッ
バ
ー
ス
の
医
学
書
は
魂
に
関
す
る
章
を
含

ん
で
お
り
、
彼
ら
の
医
学
書
の
紹
介
は
、
あ
ら
ゆ
る
生
物
に
共
有
さ

れ
て
い
る
生
理
学
的
実
体
と
し
て
の
魂
が
、
人
間
に
特
有
の
不
滅
の

魂
と
ど
の
よ
う
に
異
な
る
の
か
と
い
う
議
論
を
神
学
者
の
あ
い
だ
に

惹
起
し
た
。
こ
の
問
題
は
、
前
者
を
特
に
「
精
神
」
と
し
て
区
別
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
部
分
的
に
解
決
さ
れ
た
。
魂
の
本
質
に
関
わ
る
活

気
あ
る
討
論
に
よ
り
、
一
二
世
紀
半
ば
に
至
る
ま
で
、
魂
と
精
神
に

関
す
る
著
作
が
激
増
し
た
。
魂
に
関
す
る
独
自
の
著
作
と
し
て
は
、

サ
ン
・
テ
ィ
エ
リ
の
ギ
ヨ
ー
ム
、
サ
ン
・
ヴ
ィ
ク
ト
ル
の
フ
ー
ゴ
、

ク
レ
ル
ヴ
ォ
ー
の
ア
ル
シ
ェ
な
ど
に
よ
る
著
作
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ら

に
加
え
て
、
ア
ラ
ビ
ア
語
か
ら
訳
さ
れ
た
最
初
期
の
哲
学
的
テ
ク
ス
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ト
は
ク
ス
タ
・
イ
ブ
ン
・
ル
カ
の
『
魂
と
精
神
の
違
い
に
つ
い
て
』

（
一
一
五
一
年
）
で
あ
り
、
ま
た
ア
ヴ
ィ
セ
ン
ナ
の
哲
学
的
百
科
全

書
（『
治
癒
の
書
』）
の
う
ち
最
初
に
完
訳
さ
れ
た
部
分
は
、
魂
に
関

す
る
巻
だ
っ
た（
（6
（

。
両
者
と
も
す
ぐ
さ
ま
普
及
し
た
。
宇
宙
全
体
が
一

つ
の
生
き
物
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
宇
宙
霊
魂
」（anim

a m
undi

）

に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
プ
ラ
ト
ン
の
理
論
は
、
人
間
の

魂
に
関
す
る
医
学
的
理
論
よ
り
も
は
る
か
に
論
争
の
的
で
あ
っ
た（
（6
（

。

こ
の
場
合
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
主
義
の
勝
利
は
、
直
ち
に
プ
ラ
ト
ン

的
理
論
の
成
功
を
妨
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
最
後
に
、
政
治
あ
る
い
は
人
間
の
行
為
や
苦
難
の
レ
ベ
ル
で
の
原

因
の
探
求
は
、
占
星
術
の
科
学
的
説
明
の
採
用
を
促
し
た
。
中
世
の

宇
宙
論
で
は
、
出
生
、
成
長
、
老
衰
、
そ
し
て
死
に
至
る
す
べ
て
の

変
化
は
天
体
の
運
動
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
、
細
か
く
調
整
さ
れ
る
も

の
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
故
に
、
同
一
の
天
界
の
因
果
作
用
が

政
治
的
事
件
や
各
人
の
人
生
の
成
り
行
き
に
も
影
響
を
与
え
る
の
で

あ
り
、
結
果
と
し
て
、
特
定
の
活
動
を
始
め
る
あ
る
い
は
避
け
る
た

め
の
適
切
な
時
期
を
決
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
人
々
は
当
た

り
前
の
よ
う
に
信
じ
て
い
た
。
科
学
的
占
星
術
が
一
二
世
紀
に
隆
盛

し
た
こ
と
に
関
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
そ
の
理
論
的
基
礎
が
強
固
で

あ
る
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
ど
の
天
体
の
、
ど
の
よ
う
な
運
動
が
、

ど
の
よ
う
な
結
果
を
導
く
の
か
予
見
す
る
能
力
を
占
星
術
が
個
々
の

占
星
術
実
践
家
に
与
え
た
と
い
う
事
実
に
あ
る
。
占
星
術
が
有
効
で

あ
る
と
い
う
信
念
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
偽
ベ
ー
ダ

の
『
天
界
と
地
上
界
の
性
質
に
つ
い
て
』（D

e m
undi terristris 

celestisque constitutione

）
に
含
ま
れ
る
偽
ク
レ
メ
ン
テ
ィ
ヌ

ス
の
『
認
識
論
』（R

ecognitiones

）
か
ら
の
抜
粋
や
、
フ
ィ
ル
ミ

ク
ス
・
マ
テ
ル
ヌ
ス
の
『
数
学
』（M

athesis

）、
一
一
世
紀
に
執

筆
さ
れ
た
人
気
あ
る
ヘ
ブ
ラ
イ
・
ア
ラ
ビ
ア
語
の
占
星
術
書
群
（
集

合
的
にAlchandreana

と
し
て
知
ら
れ
る
）
の
写
し
に
す
で
に

現
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
占
星
術
全
体
を
扱
う
テ
ク
ス
ト
が
意
識
的

に
集
め
ら
れ
た
の
は
、
一
二
世
紀
の
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
占

星
術
書
の
集
成
は
、
そ
の
包
括
性
と
分
量
に
お
い
て
、
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
の
「
自
然
学
的
書
物
」（Libri naturales

）
と
ア
ヴ
ィ
セ
ン

ナ
の
『
医
学
典
範
』
に
も
比
肩
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
例
と
し

て
は
、『
九
つ
の
判
断
の
書
』
や
、
こ
の
世
紀
後
半
に
ト
レ
ド
で
翻

訳
さ
れ
た
サ
ー
ル
・
イ
ブ
ン
・
ビ
シ
ュ
ル
、
ア
ブ
ー
・
マ
ー
シ
ャ
ル
、

マ
ー
シ
ャ
ー
ア
ッ
ラ
ー
な
ど
の
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
の
集
成
が
挙

げ
ら
れ
る
。

八
　
人
間
の
潜
在
能
力

　
占
星
術
の
事
例
は
、
自
然
科
学
の
進
展
に
と
っ
て
も
う
一
つ
の
不

可
欠
な
必
要
条
件
を
例
証
し
て
い
る
。
そ
の
条
件
と
は
、
自
然
の
秘

密
を
明
ら
か
に
す
る
人
間
の
能
力
に
対
す
る
信
仰
で
あ
る
。
と
い
う
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の
も
、
未
来
の
特
定
の
事
象
を
予
見
す
る
手
段
を
人
が
有
し
て
い
る

と
信
じ
る
こ
と
は
、
た
し
か
に
、
自
然
界
を
理
解
す
る
人
間
の
能
力

に
対
す
る
こ
の
上
な
い
自
信
の
証
で
あ
る
か
ら
だ
。
こ
の
自
信
は
す

で
に
バ
ー
ス
の
ア
デ
ラ
ー
ド
の
『
自
然
学
の
諸
問
題
に
つ
い
て
』
に

表
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
彼
は
、
人
間
の
知
識
が
許
す
範
囲
に
お

い
て
ま
ず
説
明
し
よ
う
と
せ
ず
に
、
神
の
行
為
を
頼
り
に
す
る
こ
と

を
拒
ん
で
い
る（
（6
（

。
そ
れ
は
ま
た
、
ヘ
ル
メ
ス
文
書
に
対
す
る
関
心
が

再
燃
し
た
こ
と
よ
っ
て
も
例
証
さ
れ
る
。
古
典
期
後
期
に
翻
訳
さ
れ

た
『
ヘ
ル
メ
ス
著
作
集
』（C

orpus H
erm

eticum

）
の
テ
ク
ス
ト

の
一
つ
で
あ
る
『
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
』（Asclepius

）
は
、
一
二
世

紀
初
頭
に
再
び
筆
写
さ
れ
は
じ
め
た
。
こ
の
書
物
で
私
た
ち
は
、
い

か
に
し
て
人
間
が
神
的
な
も
の
を
地
上
に
結
び
付
け
る
本
性
を
も
つ

「
偉
大
な
驚
異
」（m

agnum
 m

iraculum

）
で
あ
る
の
か
を
理
解

す
る
。
人
間
は
言
葉
の
力
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
言
葉

と
は
個
々
人
の
あ
ら
ゆ
る
願
い
を
表
現
す
る
精
神
な
の
で
あ
る
。
ま

た
彼
は
、
植
物
や
石
、
香
辛
料
（
こ
れ
ら
は
神
的
な
自
然
の
力
を
内

包
す
る
）
の
な
か
か
ら
「
像
」
や
「
似
像
」
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
に

よ
っ
て
神
々
を
創
造
し
、
悪
魔
や
天
使
（daem

ones vel angeli
）

の
魂
を
呼
び
起
こ
す
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
の
内
に
生
命
を
吹
き
込

む
こ
と
が
で
き
る（
（6
（

。
そ
の
よ
う
な
人
造
の
神
々
は
、
守
護
や
事
象
を

操
る
力
、
そ
し
て
未
来
予
知
の
能
力
を
授
け
る
。
ヘ
ル
メ
ス
の
『
ア

ス
ク
レ
ピ
オ
ス
』
の
知
識
は
、
学
者
た
ち
に
さ
ら
な
る
ヘ
ル
メ
ス
の

著
作
を
探
し
求
め
る
よ
う
急
き
立
て
た
の
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
は
ア
ラ

ビ
ア
人
の
う
ち
に
、古
典
テ
ク
ス
ト
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
彫
像
や「
形

象
」（im

agines

）（
一
般
に
「
護
符
」（talism

ans

）
が
翻
訳
さ

れ
た
も
の
）
の
作
成
方
法
の
詳
細
を
提
供
す
る
書
物
だ
け
で
な
く
、

人
間
の
潜
在
能
力
の
確
証
を
も
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ラ

テ
ン
語
で
『
ア
ン
テ
ィ
マ
キ
ウ
ス
の
書
』（Liber Antim

aquis

）

と
呼
ば
れ
る
テ
ク
ス
ト
の
な
か
に
、
人
間
に
つ
い
て
「
す
べ
て
の
生

物
を
凌
駕
す
る
力
を
持
ち
、
す
べ
て
の
知
識
を
知
り
、
す
べ
て
の
こ

と
が
で
き
、
す
べ
て
の
も
の
を
見
通
し
、
す
べ
て
の
も
の
を
聞
き
、

す
べ
て
の
も
の
も
食
べ
、
す
べ
て
の
も
の
を
飲
む
。
そ
れ
は
、
ミ
ク

ロ
コ
ス
モ
ス
と
マ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
の
関
係
の
よ
う
に
、
人
間
は
自
身

で
す
べ
て
の
創
造
物
を
体
現
す
る
、
形
相
の
形
相
な
の
で
あ
る
」
と

い
う
記
述
を
私
た
ち
は
読
み
取
る
の
で
あ
る（
（6
（

。

　
人
間
が
新
た
な
形
相
を
生
み
出
す
た
め
に
自
然
を
操
り
、
事
象
の

過
程
を
変
更
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
魔
術
的
あ
る
い
は
錬
金
術
的

な
テ
ク
ス
ト
の
大
部
分
に
と
っ
て
の
前
提
条
件
で
あ
っ
た
。
そ
の
種

の
テ
ク
ス
ト
の
最
初
期
の
も
の
は
、
サ
ー
ビ
ド
・
イ
ブ
ン
・
ク
ッ
ラ

に
よ
る
護
符
関
連
の
著
作
の
バ
ー
ス
の
ア
デ
ラ
ー
ド
に
よ
る
翻
訳

と
、ケ
ッ
ト
ン
の
ロ
バ
ー
ト
に
よ
る
錬
金
術
的
な
テ
ク
ス
ト
の
翻
訳
、

す
な
わ
ち
『
モ
リ
エ
ヌ
ス
の
書
』（Liber M

orieni

）
で
あ
る
。
実

験
的
科
学
の
発
展
に
と
っ
て
の
こ
れ
ら
の
テ
ク
ス
ト
の
重
要
性
は
リ

ン
・
ソ
ー
ン
ダ
イ
ク
に
よ
っ
て
立
証
さ
れ
て
い
る（
（7
（

。
し
か
し
、
人
間
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の
潜
在
能
力
は
人
間
固
有
の
特
性
の
力
―
―
知
性
（nous

）
―
―
と

い
う
観
点
か
ら
も
表
現
さ
れ
う
る
。
ア
デ
ラ
ー
ド
は
『
同
一
と
差
異

に
つ
い
て
』
の
な
か
で
、
こ
の
能
力
を
適
切
に
記
述
し
て
い
る
。
彼

は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。

　「
こ
の
上
な
く
善
な
る
創
造
者
は
・
・
・
ギ
リ
シ
ア
語
で
は
「
ヌ
ー

ス
」
と
呼
ば
れ
る
精
神
を
も
っ
て
魂
を
飾
っ
た
。
魂
が
こ
の
精
神
を

明
瞭
に
用
い
る
の
は
、
そ
の
魂
が
純
粋
な
状
態
に
あ
り
、
外
部
か
ら

の
あ
ら
ゆ
る
妨
げ
を
欠
い
て
い
る
と
き
で
あ
る
。
魂
は
諸
実
在
自
体

の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
ら
の
原
因
や
そ
れ
ら
原
因
の
始
原
に
ま
で
達
す

る
。
そ
し
て
、
現
在
の
状
態
を
も
と
に
、
今
後
起
き
る
こ
と
を
、
そ

の
時
点
よ
り
は
る
か
に
前
に
理
解
す
る
。
魂
は
自
分
が
何
な
の
か
、

そ
れ
に
よ
っ
て
理
解
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
精
神
と
は
何
な
の
か
、
そ

し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
魂
が
尋
ね
る
と
こ
ろ
の
理
性
と
は
何
な
の
か
を

把
握
し
て
い
る
の
で
あ
る（
（7
（

。」

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ロ
ー
ズ
と
マ
リ
ー
・
ロ
ー
ズ
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　「
一
二
世
紀
の
学
問
は
、
法
体
系
、
神
学
的
教
義
、
そ
し
て
聖

書
に
関
係
す
る
よ
う
な
キ
リ
ス
ト
教
の
過
去
の
遺
産
を
収
集
、
整

理
、
調
和
さ
せ
る
努
力
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
・
・
・
あ
る

意
味
に
お
い
て
「
一
二
世
紀
」
と
は
、こ
れ
ら
の
目
標
の
達
成
と
、

一
二
世
紀
と
い
う
こ
れ
ら
の
偉
大
な
モ
ザ
イ
ク
を
貫
き
、
権
威
あ

る
著
作
全
体
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
獲
得
し
、
そ
し
て
そ
れ
ら
へ
の
真

新
し
い
疑
問
を
問
う
よ
う
な
努
力
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
よ

う
な
新
た
な
形
態
の
学
問
の
出
現
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
と
言

え
る
だ
ろ
う（
（7
（

。」

　
法
体
系
、
神
学
的
教
義
、
聖
書
に
つ
い
て
ロ
ー
ズ
た
ち
が
述
べ
た

こ
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
自
然
科
学
分
野
、
す
な
わ
ち
数
学
、
自
然
学
、

医
学
、
そ
し
て
占
星
術
に
も
等
し
く
当
て
は
ま
る
。
一
二
世
紀
の
学

者
た
ち
は
、
ラ
テ
ン
世
界
固
有
の
伝
統
か
ら
、
あ
る
い
は
ギ
リ
シ
ア

や
ア
ラ
ビ
ア
の
新
た
な
史
料
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
を
収
集

し
、
整
理
し
、
そ
し
て
調
和
さ
せ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
テ
ク
ス

ト
自
体
、
あ
る
い
は
学
者
た
ち
が
な
し
た
そ
の
他
の
作
品
は
、
言
語

や
方
法
論
、
そ
し
て
人
間
の
自
信
の
た
め
の
基
盤
を
提
供
し
、
そ
れ

は
一
三
世
紀
と
そ
れ
以
降
の
西
欧
に
お
け
る
独
自
の
科
学
的
思
考
の

発
展
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る（
（7
（

。
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elfth-Century Renaissance,” 
in D

avid C
. Lindberg and M

ichael H
. Shank (eds.), T

he 
C

am
bridge H

istory of Science, vol. 2: M
edieval Science , 

C
am

bridge, C
am

bridge U
niversity Press, 2013, pp. 365-84

の
全
訳
で
あ
る
。
全
訳
に
際
し
て
、
ア
ダ
ム
高
橋
博
士
（
東
洋
大
学
助

教
）
よ
り
、
誤
訳
や
不
適
切
訳
の
指
摘
な
ど
甚
大
な
援
助
を
賜
っ
た
。
こ

こ
ろ
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
と
は
い
え
、
訳
文
や
訳
語
の
選
択
に
関

す
る
責
任
は
全
て
両
訳
者
に
帰
す
る
。
邦
訳
へ
の
許
可
を
快
く
与
え
て
く

れ
た
ロ
ン
ド
ン
大
学
付
属
ウ
ォ
ー
バ
ー
グ
研
究
所
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
バ
ー

ネ
ッ
ト
博
士
な
ら
び
に
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
出
版
局
に
感
謝
を
。All 

rights reserved. R
eproduced w

ith perm
ission of the Licensor 

through PLSclear.
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註（１
）Bernard Lew

is, The M
uslim

 D
iscovery of Europe , London, 

W
eidenfeld and N

icolson, 1982, pp. 222-3

（
尾
高
晋
己
訳
『
ム

ス
リ
ム
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
発
見
』
春
風
社
、
二
〇
〇
一
―
〇
三
年
、
下

巻
三
〇
―
三
一
頁
）; Anna Com

nena, Alexiade , X. 8. 5, (ed.) 
B

ernard Leib, Paris, Les B
elles Lettres, 1937-1976, vol. 

2, p. 218

（
相
野
洋
三
訳
『
ア
レ
ク
シ
ス
』
悠
書
館
、
二
〇
一
九
年
、

三
三
二
頁
）. 

一
二
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
物
質
的
・
文
化
的
拡
張
に
関

す
る
ビ
ザ
ン
ツ
側
の
言
及
の
欠
如
に
つ
い
て
は
以
下
を
見
よ
。Paul 

M
agdalino, The E

m
pire of M

anuel I K
om

nenos, 1143-80 , 
C

am
bridge, C

am
bridge U

niversity Press, 1993, chap. 5.

（
２
）
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ホ
ー
マ
・
ハ
ス
キ
ン
ズ
の
寄
稿
　
―
　The 

R
enaissance of the Tw

elfth C
entury , C

am
bridge, M

ass., 
H

arvard U
niversity Press, 1927

（
野
口
洋
二
訳
『
十
二
世

紀
ル
ネ
サ
ン
ス
』
創
文
社
、
一
九
八
五
年/
別
宮
貞
徳
・
朝
倉
文

市
訳
『
十
二
世
紀
ル
ネ
サ
ン
ス
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
九
年/

別
宮
貞
徳
・
朝
倉
文
市
訳
『
十
二
世
紀
の
ル
ネ
サ
ン
ス
：
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
目
覚
め
』
講
談
社
、
二
〇
一
七
年
）
―
　
は
、Robert 

L. B
enson and G

iles C
onstable, w

ith C
arol D

. Lanham
 

(eds.), R
enaissance and R

enew
al in the Tw

elfth C
entury , 

O
xford, C

larendon Press, 1982

に
お
い
て
記
念
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
記
念
書
に
先
行
す
る
十
二
世
紀
ル
ネ
サ
ン
ス
の
概
念
に
関
す

る
広
範
な
文
献
に
つ
い
て
は
以
下
を
見
よ
。G

erhart B. Ladner, 
“Term

s and Ideas of Renew
al,” in Benson and Constable, 

R
enaissance and R

enew
al in the Tw

elfth C
entury , pp. 

1-33, especially pp. 31-2. 

ベ
ン
ソ
ン
と
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
の
書
に

後
続
す
る
著
作
の
な
か
で
、
重
要
な
貢
献
は
以
下
の
十
二
世
紀
ル

ネ
サ
ン
ス
に
関
す
る
章
で
あ
る
。M

arcia L. Colish, M
edieval 

Foundations of the W
estern Intellectual Tradition, 400-

1400 , N
ew

 H
aven, C

onn., Yale U
niversity Press, 1997, 

pp. 175-82; A
lain de Libera, La hilosophie m

édiévale , 
Paris, Presses U

niversitaires de France, 1993, pp. 310-
12 

（
阿
部
一
智
・
永
野
潤
・
永
野
拓
也
訳『
中
世
哲
学
史
』
新
評
論
、

一
九
九
九
年
、
三
八
六
―
八
八
頁
）; Françoise G

asparri (ed.), 
Le XII e siècle: M

utations et renouveau en France dans la 
prem

iére m
oitié du X

II
e siècle , Paris, Le Leopard d’O

r, 
1994; Jacques V

erger, La R
enaissance du X

II
e siècle , 

Paris, Les Editions du Cerf, 1996

（
野
口
洋
二
訳『
入
門
十
二
世

紀
ル
ネ
サ
ン
ス
』
創
文
社
、
二
〇
〇
一
年
）; R. N

. Sw
anson, The 

Tw
elfth-C

entury R
enaissance , M

anchester, M
anchester 

U
niversity Press, 1999.

（
３
）A

delard, Q
uestions on N

atural Science , in A
delard of 

B
ath, C

onversations w
ith H

is N
ephew

, (ed. and trans.) 
C

. B
urnett w

ith the collaboration of Italo R
onca et al., 

C
am

bridge, C
am

bridge U
niversity Press, 1998, p. 83; 

Stephen the Philosopher, introduction to Liber M
am

onis , 
in C

harles B
urnett, “A

ntioch as a Link betw
een A

rabic 
and L

atin C
ulture in the T

w
elfth and T

hirteenth 
C

enturies,” in L’O
ccident et le Proche-O

rient au tem
ps 

des croisades: traductions et contacts scientifiques entre 
1000 et 1300 , A

nne T
ihon, Isabelle D

raelants, and 
Baudoin van den A

beele (eds.), Turnhout, B
repols, 2000, 

pp. 1-78, reprinted w
ith corrections in C

harles B
urnett, 

Arabic into Latin in the M
iddle Ages , Farnham

, Ashgate 
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V
ariorum

, 2009, article IV.
（
４
）C

onstant J. M
ew

s, “Philosophy and Theology, 1100-
1150: The Search for H

arm
ony,” in G

asparri, Le X
II

e 

siècle,  pp. 159-203 at p. 163.

（
５
）
識
字
能
力
に
つ
い
て
は
以
下
を
見
よ
。B

rian Stock, T
he 

Im
plications of Literacy: W

ritten Language and M
odels 

of Interpretation in the E
leventh and Tw

elfth C
enturies , 

Princeton, N
.J., Princeton U

niversity Press, 1983. 

計
算

能
力
に
つ
い
て
は
以
下
を
見
よ
。A

lexander M
urray, R

eason 
and Society in the M

iddle Ages , O
xford, Clarendon Press, 

1978.

（
６
）H

arold J. B
erm

an, L
aw

 an
d

 R
evolu

tion
: T

h
e 

Form
ation of the W

estern Legal Tradition , C
am

bridge, 
M

ass., H
arvard U

niversity Press, 1983
（
宮
島
直
機
訳『
欧
米

の
法
制
度
と
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
』
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
一

年
）; G

iles C
onstable, The R

eform
ation of the Tw

elfth 
C

entury , C
am

bridge,  Cam
bridge U

niversity Press, 1996, 
pp. 94-11

（
高
山
博
監
訳『
十
二
世
紀
宗
教
改
革
：
修
道
制
の
刷
新
と

西
洋
中
世
社
会
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
四
年
、
一
一
七

―
五
〇
頁
）.

（
７
）
例
え
ば
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世（
バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
）
の
特
権
は

一
一
五
五
年
か
ら
一
一
五
八
年
の
あ
い
だ
に
作
成
さ
れ
、
王
国

全
土
を
通
じ
て
、
勉
学
を
行
う
者
や
そ
の
た
め
に
旅
す
る
す
べ
て

の
者
が
帝
国
の
保
護
下
に
置
か
れ
た
。
以
下
を
見
よ
。W

inffied 
Stelzer, “Zum

 Scholarenprivileg Friedrich B
arbarossas 

(A
uthentica“H

abita”),” D
eutsches A

rchiv , 34
(1978), pp. 

123-65.

（
８
）Sw

anson, Tw
elfth-C

entury R
enaissance , p. 72.

（
９
）
シ
ャ
ル
ト
ル
の
フ
ー
シ
ェ（
一
一
二
〇
年
代
）
の
言
葉
は
重
要
で
あ

る
。「
西
方
人
で
あ
っ
た
わ
れ
わ
れ
は
、
今
や
東
方
人
と
な
っ
た
・
・
・

ラ
ン
ス
人
や
シ
ャ
ル
ト
ル
人
で
あ
っ
た
者
は
、
今
や
テ
ィ
ー
ル
人
あ

る
い
は
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
人
と
な
っ
た
」。
以
下
を
見
よ
。Fulcher 

of C
hartres, A

 H
istory of the E

xpedition to Jerusalem
, 

1095-1127 , III. 37, (ed.) H
. S. Fink, (trans.) F. R

. R
yan, 

N
ew

 York, W
. W

. N
orton, 1969, p. 271

（
丑
田
弘
忍
訳『
フ
ラ

ン
ク
人
の
事
績
：
第
一
回
十
字
軍
年
代
記
』
鳥
影
社
、
二
〇
〇
八
年
、

四
三
八
頁
）.

（
10
）
こ
の
文
化
共
同
体
は
以
下
で
よ
く
説
明
さ
れ
て
い
る
。D

avid 
K

now
les, The E

volution of M
edieval Thought , 2nd ed., 

London, Longm
an, 1988, pp. 72-84.

（
11
）B

erm
an, L

aw
 and R

evolution , pp. 120-64

（
邦
訳
、

一
五
五
―
二
一
八
頁
）.

（
12
）
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
は
自
身
の
こ
と
を
、
多
く
の
著
者
の
本
か

ら
引
い
た
要
素
の「
統
合
者
」
と
表
現
し
て
い
る
。(“ex m

ultorum
 

libris coadunator”; M
S B

ritish Library, A
dd. 22719, fol. 

4v). 

『
全
医
術
』
は
主
と
し
て
ア
リ
ー
・
イ
ブ
ン
・
ア
ル
＝
ア
ッ
バ

ス
・
ア
ル
＝
マ
ジ
ュ
シ
に
よ
る
ア
ラ
ビ
ア
の
大
要『
医
学
集
成
』（The 

C
om

plete B
ook of the M

edical A
rt

）
の
改
作
で
あ
る
が
、
コ

ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
は
ア
ル
＝
マ
ジ
ュ
シ
の
多
く
の
章
を
他
の
医
学

関
連
書
の
題
材
に
置
き
換
え
て
い
る
。
一
二
世
紀
後
半
、
同
じ
よ
う

な「
統
合
」
書
で
あ
る
ア
ヴ
ィ
ケ
ン
ナ
の『
医
学
典
範
』（C

anon of 
M

edicine , 

一
一
八
七
年
以
降
に
翻
訳
）
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ

ス
の『
全
医
術
』
に
取
っ
て
代
わ
り
は
じ
め
た
。

（
13
）
以
下
を
見
よ
。R

ichard H
. R

ouse and M
ary A

. R
ouse, 
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“Statim
 inveniri. Schools, Preachers, and N

ew
 Attitudes 

to the Page,” in Benson and Constable, R
enaissance and 

Renew
al in the Tw

elfth Century,  pp. 201-25, especially p. 206.

（
14
）
一
一
世
紀
と
一
二
世
紀
に
お
い
て
再
発
見
さ
れ
た
著
作
家
の
総
数

に
関
す
る
便
利
な
摘
要
は
、
以
下
の
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
で
与
え

ら
れ
て
い
る
。Leighton D

urham
 Reynolds (ed.), Texts and 

Transm
ission , O

xford, Clarendon Press, 1983.

（
15
）
ア
プ
レ
イ
ウ
ス
や
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
帰
さ
れ
て
い
た『
カ
テ

ゴ
リ
ー
論
』( C

ategories)
な
ど
の
異
種
テ
ク
ス
ト
は
使
用
さ
れ
な

く
な
っ
た
。
以
下
を
見
よ
。M

argaret T. G
ibson and Lesley 

Sm
ith (eds.), C

odices B
oethiani , 4vols., London, W

arburg 
Institute, I995-2009, vol. 1, pp. 2-4.

（
16
）
様
々
な
著
者
が
様
々
な
古
典
的
な
文
体
を
選
択
し
た
。
以
下

を
見
よ
。Janet M

artin, “C
lassicism

 and Style in Latin 
Literature,” in B

enson and C
onstable, R

enaissance and 
R

enew
al in the Tw

elfth C
entury , pp. 537-68. 

そ
れ
ら
す
べ

て
の
文
体
は
、
ペ
ト
ル
ス
・
ヴ
ェ
ネ
ラ
ビ
リ
ウ
ス
や
シ
ャ
ル
ト
ル
の

ベ
ル
ナ
ー
ル
な
ど
の
著
者
に
よ
っ
て
説
教
や
キ
リ
ス
ト
的
テ
ク
ス
ト

に
用
い
ら
れ
た
よ
う
な
、
修
道
院
の「
新
た
な
キ
リ
ス
ト
教
」
説
教
の

文
体
と
は
区
別
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。

（
17
）
一
一
三
七
年
に
ド
イ
ツ
皇
帝
ロ
タ
ー
ル
二
世
の
宮
廷
に
お
い

て
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
コ
ム
ネ
ノ
ス
の
ギ
リ
シ
ア
人
使
節
は
、「
ロ
ー
マ

教
皇
は
司
教
で
は
な
く
皇
帝
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
た
と
言
わ
れ
て

い
る
。
以
下
を
見
よ
。K

enneth M
. Setton, “The B

yzantine 
B

ackground to the Italian R
enaissance,” Proceedings of 

the Am
erican Philosophical Society, Section C , 100 (1956), 

pp. 1-76 at p. 24.

（
18
）
彼
の
弟
子
で
あ
る
カ
リ
ン
テ
ィ
ア
の
ヘ
ル
マ
ン
に
よ
っ
て
拡
張
さ

れ
た
、
ア
ラ
ビ
ア
語
か
ら
翻
訳
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
の
表
題
の
実
践
に

つ
い
て
は
以
下
を
見
よ
。C

harles H
. H

askins, Studies in the 
H

istory of M
ediaeval Science , 2nd ed., Cam

bridge M
ass., 

H
arvard U

niversity Press, 1927, p. 45.

（
19
）
ポ
ル
フ
ュ
リ
オ
ス
の
論
理
学
へ
の「
入
門
」（Isaogoge

）
は
そ
の

先
例
を
作
り
、
医
学（
一
一
世
紀
後
半
に
ア
ラ
ビ
ア
語
か
ら
翻
訳
さ

れ
た
ヨ
ハ
ニ
テ
ィ
ウ
ス
のLiber ysagogarum

）
や
占
星
術（
バ
ー

ス
の
ア
デ
ラ
ー
ド
に
よ
り
翻
訳
さ
れ
た
ア
ブ
ー
・
マ
ー
シ
ャ
ル
の

Ysagoge m
inor

）、
神
学（
オ
ド
のYsagoge in theologiam

）
に

関
す
る
テ
ク
ス
ト
の
翻
訳
が
そ
れ
に
従
っ
た
。

（
20
）H

askins, Studies in the H
istory of M

ediaeval Science , 
especially pp. 141-54, 194-222.

（
21
）W

illiam
 of C

onches, G
losae super B

oetium
, (ed.) Lodi 

N
auta, Turnhout, B

repols, 1999, p.34

（
学
芸
の
う
ち
の
た
っ

た
一
つ
あ
る
い
は
い
く
つ
か
だ
け
で
、
そ
の
他
の
も
の
を
必
要
と
せ

ず
完
全
な
哲
学
者
を
生
み
出
し
う
る
と
考
え
る
人
々
が
、
す
べ
て
の

学
芸
は
余
計
な
も
の
で
あ
る
と
言
い
な
が
ら
、
学
芸
を
引
き
離
し
て

い
る
）; Adelard of B

ath, O
n the Sam

e and the D
ifferent , 

in Adelard, C
onversations w

ith H
is N

ephew
, pp. 6-7

（
一
度

す
べ
て
の
そ
れ
を
見
な
い
限
り
は
、
何
人
た
り
と
も
如
何
な
る［
自
由

七
科
の
擬
人
化
た
る
乙
女
］
を
も
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
）。

（
22
）C

harles B
urnett, The Introduction of Arabic Learning 

into E
ngland , London, The British Library, 1997, pp. 31, 

63.

（
23
）
例
え
ば
、“U

t testatur E
rgafalau”

な
る
逸
名
の
テ
ク
ス
ト

に
お
け
る
諸
学
の
分
類
な
ど
。A

delard of B
ath: A

n E
nglish 
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Scientist and Arabist of the E
arly Tw

elfth C
entury , (ed.) 

C
harles B

urnett, London, The W
arburg Institute, 1987, 

p. 145.

（
24
）
ノ
ー
タ
に
よ
る
コ
ン
シ
ュ
の
ギ
ヨ
ー
ム
へ
の
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
を
見
よ
。G

losae super B
oetium

, pp. xliii-lxii.

（
25
）W

illiam
 of C

onches, G
losae super B

oetium
, p. 20:

（
ボ
エ

テ
ィ
ウ
ス
に
よ
っ
て
哲
学
は
人
の
頭
の
上
に
昇
る
も
の
と
見
な
さ
れ

た
が
、
な
ぜ
な
ら
哲
学
は
人
を
そ
の
本
性
の
上
へ
と
昇
ら
せ
る
、
す

な
わ
ち
人
を
神
格
化
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
）。

（
26
）C

harles B
urnett, “The C

ontents and A
ffiliation of 

the Scientific M
anuscripts W

ritten at, or B
rought to, 

C
hartres in the Tim

e of John of Salisbury,” in M
ichael 

W
ilks (ed.), T

he W
orld of John of Salisbury ,  O

xford, 
B

lackw
ell, 1984, pp. 127-60.

（
27
）
写
真
と
い
う
形
態
を
除
い
て
、
現
在
そ
れ
は
残
存
し
て
い
な
い
だ

け
で
な
く
、
そ
の
二
巻
の
う
ち
一
巻
は
初
期
の
段
階
で
一
〇
四
葉
を

失
っ
て
い
た
。

（
28
）『
原
論
』
は
証
明
が
な
く
、
天
文
表
は
使
用
す
る
た
め
の
解
説
を
欠

い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
こ
の
テ
ク
ス
ト
が
学
問
的
使
用
を
目
的
と
し

て
い
た
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
文
学
的
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て

収
集
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

（
29
）
こ
れ
ら
の
著
作
間
の
関
係
に
つ
い
て
は
以
下
を
見
よ
。C

harles 
B

urnett, “The W
orks of Petrus A

lfonsi: Q
uestions of 

A
uthenticity,” M

edium
 A

evum
, 66

(1997), pp. 42-79, 
especially pp. 56-61.

（
30
）D

anielle Jacquart, “Le sens donné par C
onstantin 

l’Africain à son œ
uvre: les chapitres introductifs en arabe 

et en latin,” in C
harles B

urnett and D
anielle Jacquart 

(eds.), C
onstantine the African and ‘Alī ibn al-Abbās al-

M
a ǧūsī: The Pantegni and R

elated Texts , Leiden, B
rill, 

1994, pp. 71-89 at p. 84. 

こ
の
議
論
は
ア
ル
＝
マ
ジ
ュ
シ
の
ア
ラ

ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
で
は
完
全
に
抜
け
落
ち
て
い
る
。

（
31
）Burnett, “Antioch as a Link betw

een A
rabic and Latin 

Culture in the Tw
elfth and Thirteenth Centuries.”

（
32
）John of Salisbury, M

etalogicon , I. 5. 10-11

（
甚
野
尚
志

訳『
メ
タ
ロ
ギ
コ
ン
』、『
中
世
思
想
原
典
集
成
八
：
シ
ャ
ル
ト
ル
学

派
』
所
収
、
平
凡
社
、
二
〇
〇
二
年
、
六
一
二
―
一
四
頁
）. 

同
様

の
批
判
は
ド
ミ
ニ
ク
ス
・
グ
ン
デ
ィ
サ
リ
ヌ
ス
に
よ
る『
哲
学
の
区
分

に
つ
い
て
』
の
序
文
に
表
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
と
て
も
多
く
の

学
者
が
同
時
代
に
競
い
合
っ
て
い
た
先
の「
幸
福
な
時
代
」
へ
の
郷

愁
的
な
言
及
と
と
も
に
始
ま
り
、
そ
こ
に
お
い
て
人
は
修
辞
学
を
学

び
、
学
問
よ
り
も
む
し
ろ
現
世
的
な
野
心
を
追
い
求
め
て
い
た
。
以

下
を
見
よ
。D

om
inicus G

undissalinus, p. 373: D
e divisione 

philosophiae , (ed.) Ludw
ig B

aur, B
eitrage zur G

eschichte 
der P

hilosophic des M
ittelalters 4. 2-3, M

ünster, 
A

schendotff, 1903, p.3

（
三
浦
伸
夫
訳『
哲
学
の
区
分
』、『
中
世
思

想
原
典
集
成
七
：
前
期
ス
コ
ラ
学
』
所
収
、
平
凡
社
、
一
九
九
六
年
、

八
一
六
頁
）.

（
33
）John of Salisbury, Letter 201 , in The Letters of John of 

Salisbury , (ed.) W
. J. M

illor and C
. N

. L. B
rooke, 2

vols., 
O

xford, Clarendon Press, 1979, vol. 2, p. 294.
（
34
）
後
者
の
翻
訳
は
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
の
ヨ
ハ
ネ
に
よ
っ
て
編
集
さ

れ
て
い
る
。A

ristoteles L
atinus , IV

. 1-4, (ed.) Lorenzo 
M

inio-Paluello and B
ernard G

. D
od, B

ruges, D
esclée de 
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（
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巻
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B
rouw

er, 1968; 

序
文
のp. xliv

を
見
よ
。

（
35
）A

ristotle, Posterior A
nalytics , 1. 12, (ed. and trans.) 

H
. Tredennick, London, W

illiam
 H

einem
ann, 1960, pp. 

77-9
（
今
井
知
正
・
河
谷
淳
・
高
橋
久
一
郎
訳『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

全
集
二
：
分
析
論
前
書
・
分
析
論
後
書
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
、

三
八
〇
―
八
四
頁
）.

（
36
）
こ
の
章
の
後
半
を
見
よ
。

（
37
）
こ
れ
に
つ
い
て
は
バ
ー
マ
ン
が
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
。L
aw

 
and R

evolution , pp. 120-64

（
邦
訳
、
一
五
五
―
二
一
八
頁
）.

（
38
）
紀
元
前
五
世
紀
の
ギ
リ
シ
ア
の
ソ
フ
ィ
ス
ト
ら
も
市
場
に
お
い

て
彼
ら
の
弟
子
と
競
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
当

時
の
ギ
リ
シ
ア
に
お
い
て
急
速
に
学
問
が
進
歩
し
た
主
要
な
理

由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
き
た
。
以
下
を
見
よ
。G

. E
. R

. Lloyd, 
The R

evolutions of W
isdom

: Studies in the C
laim

s and 
Practice of Ancient G

reek Science , Berkeley, U
niversity of 

C
alifornia Press, 1987.

（
39
）
以
下
を
見
よ
。C

. Stephen Jaeger, “H
um

anism
 and 

E
thics at the School of St. V

ictor in the E
arly Tw

elfth 
C

entury,” M
ediaeval Studies , 55

(1993), pp. 51-79.

（
40
）
以
下
を
見
よ
。Stephen C

. Ferruolo, The O
rigins of the 

U
niversity: The Schools of Paris and Their C

ritics, 1100-
1215 , Stanford, C

alif., Stanford U
niversity Press, 1985, 

pp. 27-44.

（
41
）M

argaret G
ibson, “The E

arly Scholastic ‘G
losule’ to 

Priscian, ‘Institutiones G
ram

m
aticae’: The Text and Its 

Influence,” Studi m
edievali , 20

(1979), pp. 235-54.

（
42
）
コ
ン
シ
ュ
の
ギ
ヨ
ー
ム
の『
プ
ラ
ト
ン
註
解
』（G

losae super 

Platonem

）
に
よ
れ
ば
、
個
々
の
言
葉
を
説
明
す
る
註
解
の
正
し

い
用
語
はglosa

で
あ
る
。「com

m
entum

は
意
味（sententia

）

の
み
を
扱
う
。
そ
れ
は
文
脈（continuatio

）
あ
る
い
は
文
字

（littera

）
の
説
明（expositio

）
に
つ
い
て
は
何
も
述
べ
な
い
。

し
か
し
、glosa

は
そ
れ
ら
全
て
の
要
因
を
扱
う
」。
以
下
を
見

よ
。W

illiam
 of C

onches, G
losae super Platonem

, (ed.) 
Edouard Jeauneau, Paris, V

rin, 1965, p.67 

（
抄
訳
と
し
て
、

大
谷
啓
治
訳『
プ
ラ
ト
ン
・
テ
ィ
マ
イ
オ
ス
逐
語
註
釈
』、
前
掲
書『
中

世
思
想
原
典
集
成
八
：
シ
ャ
ル
ト
ル
学
派
』
所
収
、
四
〇
五
―
三
六

頁
が
あ
る
が
、
該
当
箇
所
は
訳
出
さ
れ
て
い
な
い
）; N

ikolaus M
. 

H
aring, “C

om
m

entaries and H
erm

eneutics,” in B
enson 

and Constable, R
enaissance and R

enew
al in the Tw

elfth 
C

entury , p. 179.

（
43
）
以
下
を
見
よ
。S

. R
eyn

olds, M
ed

ieval R
ead

in
g: 

G
ram

m
ar, R

hetorica and the C
lassical Text , Cam

bridge, 
Cam

bridge U
niversity Press, 1996.

（
44
）
様
々
な
学
問
領
域
に
お
け
る
ラ
テ
ン
語
の
専
門
用
語
の
発
達
に

つ
い
て
は
以
下
を
見
よ
。F. A

. C
. M

antello and A
. G

. R
igg 

(eds.), M
edieval Latin Studies: A

n Introduction and 
B

ibliographical G
uide , W

ashington D
. C

., C
atholic 

U
niversity of A

m
erica Press, 1996. 

学
者
た
ち
が
ラ
テ
ン
語

を
学
問
の
た
め
の
言
語
と
し
て
確
立
し
よ
う
と
し
て
い
た
一
方
で
、

ヘ
ブ
ラ
イ
語
は
ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
バ
ル
・
キ
イ
ナ（
一
一
三
六
年
頃
没
）

と
ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
イ
ブ
ン
・
エ
ズ
ラ（
一
〇
八
九
―
一
一
六
四
）
に

よ
っ
て
こ
の
目
的
の
た
め
に
転
用
さ
れ
た
。
以
下
を
見
よ
。Y. Tzvi 

Langerm
ann, “Science in the Jew

ish Com
m

unities of the 
Iberian Peninsula,” in his The Jew

s and the Sciences in 
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十
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世
紀
ル
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サ
ン
ス
（
バ
ー
ネ
ッ
ト
）

the M
iddle A

ges , A
ldershot, V

ariorum
, 1999, article I, 

especially pp. 10-16.

（
45
）
い
く
つ
か
の
医
学
の
例
と
し
て
、
以
下
を
見
よ
。D

anielle 
Jacquart, “L

ʼenseignem
ent de la m

édecine: quelques 
term

es fondam
entaux,” in O

lga W
eijers (ed.), M

éthodes et 
instrum

ents du travail intellectuel au M
oyen Âge: É

tudes 
sur le vocabulaire , Turn hout, B

repols, 1990, pp. 104-20; 
D

anielle Jacquart, “D
e l’arabe au latin: l ʼinfluence de 

quelques choix lexicaux (im
pressio, ingenium

, intuitio ),” 
in Jacqueline H

am
esse (ed.), A

ux origines du lexique 
philosophique européen,  Louvain-la-N

euve, Fédération 
Internationale des Instituts d ʼE

tudes M
édiévales, 1997, 

pp. 165-80.

（
46
）F

ernand B
ossier, “L

ʼÉ
laboration du vocabulaire 

philosophique chez Burgundio de Pise,” in H
am

esse, Aux 
origines du lexique philosophique européen , pp. 81-116.

（
47
）L

loyd W
. D

aly, C
ontributions to a H

istory of 
A

lphabetization in A
ntiquity and the M

iddle A
ges , 

B
russels, Latom

us, 1967; the articles collected in John 
R

iddle, Q
uid pro quo? Studies in the H

istory of D
rugs , 

A
ldershot, V

ariorum
, 1992.

（
48
）R

ichard H
unt, “The Introductions to the A

rtes in the 
Tw

elfth Century,” in Studia m
ediaevalia in honorem

 R
. J. 

M
artin O

.P , B
ruges, D

e Tem
pel, 1948, pp. 85-112.

（
49
）T
ony H

unt, T
each

in
g an

d
 L

earn
in

g L
atin

 in 
Thirteenth-C

entury E
ngland , 3vols., Cam

bridge, Brew
er, 

1991.

（
50
）M

ew
s, “Philosophy and Theology, 1100-1150,” p. 192.

（
51
）
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
ヤ
コ
ブ
ズ
の
翻
訳
に
関
わ
る
ト
リ
ニ
の
ロ
バ
ー

ト
の
専
門
用
語（
一
一
五
七
―
六
九
の
間
）
つ
い
て
は
以
下
を
見
よ
。

Lorenzo M
inio-Paluello, O

puscula: The Latin A
ristotle , 

Am
sterdam

,  H
akkert, 1972, p.189.

（
52
）Aristotle, Posterior Analytics , 1. 2. 71B

20-21, (trans.) G
. 

R
. G

. M
ure, in W

. D
. R

oss (ed.), The W
orks of Aristotle , 

O
xford, O

xford U
niversity Press, 1928

（
今
井
知
正
・
河
谷

淳
・
高
橋
久
一
郎
訳
『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
全
集
二
：
分
析
論
前
書
・

分
析
論
後
書
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
、
三
四
三
―
四
四
頁
）.

（
53
）C

harles H
. Lohr, “The Pseudo-A

ristotelian Liber de 
causis  and Latin Theories of Science in the Tw

elfth 
and Thirteenth C

enturies,” in Pseudo-A
ristotle in the 

M
iddle Ages: The Theology and O

ther Texts , London, The 
W

arburg Institute, 1986, pp. 53-62.

（
54
）
二
つ
の
方
法
間
の
相
違
に
つ
い
て
は
以
下
で
詳
細
に
説
明
さ
れ
て

い
る
。Charles Burnett, “The Latin and Arabic Influences 

on the Vocabulary C
oncerning D

em
onstrative A

rgum
ent 

in the V
ersions of E

uclid’s E
lem

ents A
ssociated w

ith 
A

delard of B
ath,” in H

am
esse, A

ux origines du lexique 
philosophique européen , pp. 175-201.

（
55
）R

ichard Lorch, “Som
e R

em
arks on the A

lm
agestum

 
parvum

,” in A
m

phora: Festschrift for H
ans W

ussingon 
the O

ccasion of his 65th B
irthday , S. S. D

em
idov, M

enso 
Folkerts, D

avid E. R
ow

e, and Christoph J. Scriba (eds.), 
Basel, Birkhauser V

erlag, 1992, pp. 407-37, reprinted in 
Richard Lorch, Arabic M

athem
atical Sciences , A

ldershot, 
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V
ariorum

, 1995.
（
56
）
一
二
世
紀
初
頭
に
お
け
る
バ
ー
ス
の
ア
デ
ラ
ー
ド
の
記
述
で

は
、
プ
ラ
ト
ン
は「
哲
学
者
の
中
の
第
一
人
者
」（philosophorum

 
princeps

）
で
あ
っ
た
。
以
下
を
見
よ
。A

delard of B
ath, D

e 
eodem

 et diverso , in A
delard, C

onversations w
ith H

is 
N

ephew
, p. 3.

（
57
）John of Salisbury, M

etalogicon , IV. 7. 6-8.

（
58
）
以
下
を
見
よ
。K

laus Jacobi, “L
ogic (ii): T

he L
ater 

Tw
elfth C

entury,” in Peter D
ronke (ed.), A

 H
istory 

of T
w

elfth-C
entury W

estern P
hilosophy , C

am
bridge, 

C
am

bridge U
niversity Press, 1988, pp. 227-51.

（
59
）
こ
れ
に
つ
い
て
は
以
下
で
十
分
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。A

nna 
Som

fai, “The Transm
ission and R

eception of Plato ʼs 
T

im
aeus  and C

alcidius ʼs C
om

m
entary during the 

C
arolingian R

enaissance” P
hD

 diss., C
am

bridge 
U

niversity, 1998.

（
60
）
註
二
九
を
見
よ
。

（
61
）『
要
約
』
は
以
下
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。P

iero M
orpurgo, 

L
ʼidea di natura nell ʼItalia N

orm
annosveva , B

ologna, 
C

LU
E

B
, 1993, p. 95.

（
62
）以
下
を
見
よ
。John of Salisbury, M

etalogicon , II.14

（
邦
訳
、

六
七
八
―
七
九
頁
）.

（
63
）H

ugh of St. V
ictor, D

idascalicon , II. 30, (ed.) C
. H

. 
B

uttim
er, W

ashington, D
.C

., C
atholic U

niversity of 
A

m
erica Press, 1939, p.46

（
五
百
旗
頭
博
治
・
荒
井
洋
一
訳

『
デ
ィ
ダ
ス
カ
リ
コ
ン
』、『
中
世
思
想
原
典
集
成
九
：
サ
ン
・
ヴ
ィ
ク

ト
ル
学
派
』
所
収
、
平
凡
社
、
一
九
九
六
年
、
七
六
―
七
八
頁
）.

（
64
）C

harles B
urnett, “Scientific Speculations,” in D

ronke, 
H

istory of Tw
elfth-C

entury W
estern Phibsophy , pp. 151-

76, especially pp. 169-70; A
ndreas Speer, D

ie entdeckte 
N

atur: U
ntersuchungen zu B

egründungsversuchen einer 
“scientia naturalis” im

 12. Jahrhundert , Leiden: B
rill, 

1995, pp. 27-75.

（
65
）
以
下
を
見
よ
。D

ag N
ikolaus H

asse, A
vicenna ʼs D

e 
anim

a in the Latin W
est , London, The W

arburg Institute, 
2000.

（
66
）Tullio G

regory, Anim
a m

undi: La filosofia di G
uglielm

o 
di C

onches e la scuola di C
hartres , Florence, Sansoni, 

1955.

（
67
）B

urnett, “Scientific Speculations,” in D
ronke, H

istory 
of T

w
elfth-C

entury W
estern P

hilosopljy , pp. 151-76, 
especially pp. 169-70; Speer, D

ie entdeckte N
atur , pp. 27-

75.

（
68
）B

rian P. C
openhaver, H

erm
etica: The G

reek C
orpus 

H
erm

eticum
 and the Latin A

sclepius in a N
ew

 E
nglish 

Translation, w
ith N

otes and Introduction , C
am

bridge, 
Cam

bridge U
niversity Press, 1992.

（
69
）『
ア
ン
テ
ィ
マ
キ
ウ
ス
の
書
』
か
ら
の
翻
訳
は
、(ed.) C

harles 
B

urnett, in P. Lucentini (ed.), H
erm

es L
atinus , V

I, 
Turnhout, Brepols, 2001, pp. 209-10. 

こ
の
テ
ク
ス
ト
の
翻
訳

元
の
ア
ラ
ビ
ア
語
原
典
は
カ
リ
ン
テ
ィ
ア
の
ヘ
ル
マ
ン
に
知
ら
れ
て

い
た
。

（
70
）Lynn Thorndike, A H

istory of M
agic and E

xperim
ental 

Science , 8
vols., N

ew
 York, C

olum
bia U

niversity Press, 
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1923-1958.
（
71
）A

delard, C
onversations w

ith H
is N

ephew
, pp. 17-19.

（
72
）R

ouse and R
ouse, “Statim

 invenire , Schools, Preachers, 
and N

ew
 A

ttitudes to the Page,” p. 201.

（
73
）
科
学（
す
な
わ
ち「
機
械
学
」
あ
る
い
技
術
）
に
お
い
て
等
し
く

重
要
で
あ
っ
た
非
文
学
的
領
域
の
発
展
に
つ
い
て
は
、
こ
の
巻
の

二
七
章
を
見
よ
。(G

eorge O
vitt, “Technology and Science,” 

in D
avid C

. Lindberg and M
ichael H

. Shank (eds.), The 
C

am
bridge H

istory of Science , pp. 630-44).

（
ロ
ン
ド
ン
大
学
ウ
ォ
ー
バ
ー
グ
研
究
所
教
授
）
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